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「
日
本
の
ケ
イ
ン
ズ
」
と

称
さ
れ
、
第
55
代
内
閣
総
理

大
臣
と
な
っ
た
石
橋
湛
山
は
、

1
9
5
2
年
か
ら
16
年
間
、

本
学
の
学
長
を
務
め
ま
し
た
。

　

言
論
人
、
経
済
人
、
政
治

家
、
そ
し
て
教
育
者
…
い
か

な
る
立
場
に
あ
っ
て
も
自
由

主
義
者
、
民
主
主
義
者
、
そ

し
て
平
和
主
義
者
と
し
て
信

念
を
つ
ら
ぬ
き
、
戦
前
戦
後

の
狂
瀾
怒
涛
の
中
で
も
、
良

識
と
リ
ア
ル
な
眼
と
不
撓
不

屈
の
精
神
を
も
っ
て
日
本
の

あ
る
べ
き
姿
を
発
信
し
続
け

ま
し
た
。
そ
の
思
想
と
言
動
、

生
き
様
は
、
現
在
の
混
沌
と

し
た
社
会
情
勢
を
背
景
に
、

再
び
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
22
日
（
木
）
の
公
開

講
座
は
第
1
0
0
回
開
催
を

記
念
し
て
、
石
橋
湛
山
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
作
家
・
保

　

竹
内
洋ひ

ろ

岳た
か

さ
ん
は
、
仏

教
学
部
在
学
中
の
1
9
9
5

年
に
マ
カ
ル
ー
に
登
頂
。
以

来
8
0
0
0
メ
ー
ト
ル
峰

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
、

2
0
1
2
年
5
月
26
日
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
登
頂
に

成
功
し
、
日
本
人
初
の
全
14

座
登
頂
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
「
登
山
は
想
像
力
の
ス

ポ
ー
ツ
。
誰
も
登
っ
て
い
な

い
山
の
、
誰
も
登
っ
て
い
な

い
ル
ー
ト
を
、
誰
も
登
っ
て

い
な
い
方
法
で
登
る
。
そ
れ

を
思
い
描
け
た
者
だ
け
が
実

際
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
想

像
力
の
競
い
合
い
で
す
」
と

い
う
竹
内
さ
ん
。「
目
標
に

向
か
っ
て
想
像
力
を
養
う
こ

と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
学
生
一
人
ひ

と
り
に
と
っ
て
の
“
14
座
と

阪
正
康
氏
の
講
演
、
元
経
済

企
画
庁
長
官
・
田
中
秀
征
氏

ら
を
招
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
予
定
。
採

録
は
11
月
16
日
発
売
の
週
刊

東
洋
経
済
に
も
掲
載
さ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
そ
の
翌
週
か
ら

の
同
誌
上
で
は
、
田
原
総
一

朗
氏
、
渡
部
恒
三
氏
ら
と
山

崎
学
長
の
リ
レ
ー
対
談
も
連

載
予
定
で
、
シ
リ
ー
ズ
を
通

し
て
「
今
、
石
橋
湛
山
が
生

き
て
い
た
ら
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
「
建
学
の
精
神
」
に
託

さ
れ
た
希
望
の
未
来
を
浮
き

彫
り
に
し
ま
す
。

は
何
か
”
を
私
自
身
も
想

像
し
な
が
ら
、
学
生
を
『
モ

ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
』

へ
と
育
成
し
た
い
」
と
昨
年

度
よ
り
「
モ
ラ
り
す
竹
内
塾
」

の
塾
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
「
モ
ラ
り
す
竹

内
塾
」の
テ
ー
マ
は
「
ネ
パ
ー

ル
支
援
」。
当
初
、
震
災
か

ら
の
復
興
支
援
が
テ
ー
マ
で

し
た
が
、
6
月
か
ら
4
回

に
わ
た
っ
て
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

重
ね
る
う
ち
に
、
ネ
パ
ー
ル

で
本
当
に
活
動
し
た
い
な
ら

「
ネ
パ
ー
ル
で
日
本
と
い
え

ば
『
立
正
大
学
』
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
ろ
う
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

思
い
は
「
立
正
ネ
パ
ー
ル
交

流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
と
進

化
。
10
月
31
日（
土
）の
キ
ッ

ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
ス
タ
ー

ト
に
、
2
0
1
6
年
の
「
日

本
ネ
パ
ー
ル
国
交
樹
立
60
周

年
」「
マ
ナ
ス
ル
日
本
隊
初

登
頂
60
周
年
」
を
記
念
す
る

毎
日
新
聞
社
主
催
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
へ
の
参
加
も
決
ま
り
、

学
生
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進
役
と

し
て
、
想
像
力
を
存
分
に
発

揮
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

正
大
学
が
輩
出
す
る
人
材
像
、「
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」。
そ
の

誕
生
か
ら
１０
年
以
上
経
ち
、
言
葉
と
し
て
は
定
着
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
根
底
に
流
れ
る
の
は
、「
正
し
き
を
立
て
（
立
正
）、
国
や
社
会
、
人
々
の

安
寧・和
平
の
た
め
に
尽
す
（
安
国
）」
と
い
う
学
園
と
し
て
の
立
正
精
神
と
、「
真

実
」「
正
義
」「
和
平
」を
キ
ー
要
素
と
す
る
大
学
と
し
て
の「
建
学
の
精
神
」で
す
。

こ
れ
ら
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
、
様
々
な
職
業
、
立
場
で
使
命
感
を
も
っ
て
、
そ
の

実
践
を
続
け
て
い
る
人
こ
そ
「
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
日
常
の
活
動
の
中
で
、
常
に
「
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

と
し
て
の
意
識
を
持
て
る
よ
う
に
、「
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
な
人
材

の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
秋
は
、
公
開
講
座
、
イ
ベ
ン
ト
、
雑

誌
な
ど
を
通
じ
て
、そ
う
し
た
生
き
方
を
貫
く
「
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

を
広
く
紹
介
し
ま
す
。

携帯サイトからもタイムリーな情報を提供します
立正大学の情報をいつでも! どこでも! アクセス

お待ちして
おります

スマートフォン
サイト

フィーチャーフォン
サイト

を知ろう!! 立

第
1
0
0
回
記
念
公
開
講
座
～

　
　
　
　「
東
洋
経
済
」誌
リ
レ
ー
対
談
で
辿
る

「
昭
和
の
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」の

不
屈
の
ス
ピ
リ
ッ
ト

第
16
代
立
正
大
学
学
長

石
橋
湛
山

第
1
0
1
回
公
開
講
座
～

　
　
　
　「
モ
ラ
り
す
高
野
塾
」で
実
感
す
る

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
的 

モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」の

人
を
動
か
す
信
念

羽
咋
市
役
所
職
員 

立
正
大
学
客
員
教
授

高
野
誠
鮮

「
モ
ラ
り
す
竹
内
塾
」発

「
立
正
ネ
パ
ー
ル
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
体
感
す
る

「
地
球
の
頂
上
を
知
る 

モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」の

目
標
に
向
か
う
想
像
力

プ
ロ
登
山
家 

立
正
大
学
客
員
教
授

竹
内
洋
岳

写真／中島ケンロウ

　

見
込
み
の
な
い
と
い
わ
れ

た
限
界
集
落
を
見
事
に
蘇
ら

せ
た
“
ス
ー
パ
ー
公
務
員
”

高
野
誠じ

ょ
う

鮮せ
ん

さ
ん
。
T
B
S
ド

ラ
マ
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
村
」

の
モ
デ
ル
と
し
て
も
取
り
上

げ
ら
れ
、
今
、
ま
す
ま
す
注

目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
住
民

と
根
気
強
く
対
話
を
続
け
、

潜
在
的
な
資
源
に
光
を
当

て
、
既
存
の
資
源
を
有
機
的

に
結
び
つ
け
て
い
く
高
野
さ

ん
の
行
動
力
は
、
社
会
へ
の

使
命
感
と
至
誠
、
強
靭
な
精

神
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
ま

さ
に
「
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ

ス
パ
ー
ト
」
の
そ
れ
で
す
。

　

10
月
31
日
（
土
）
の
第

1
0
1
回
公
開
講
座
は
、
高

野
さ
ん
と
「
奇
跡
の
リ
ン
ゴ
」

の
木
村
秋
則
さ
ん
の
対
談
で

す
。
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の

た
め
に
、
地
域
を
、
日
本
を
、

世
界
を
、
豊
か
で
持
続
可
能

な
形
に
し
よ
う
と
、
二
人
が

使
命
感
を
も
っ
て
取
り
組
む

「
自
然
栽
培
」
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●日時　2015年10月22日（木）開場18:00 ／開演18:30 ／終演20:50
●会場　品川キャンパス 石橋湛山記念講堂
※詳細は8面のイベント情報をご覧ください。

立正大学第100回記念公開講座

立正ネパール交流プロジェクト
～キックオフイベント～
●日時　2015年10月31日（土） 11:00 ～ 16:30
●会場　品川キャンパス 9号館B2階
●内容　特別講演会　複数の講演会を予定
　　　　「1956年マナスル初登頂が日本とネパールに残したもの」他
　　　　講演者＝竹内洋岳氏（プロ登山家・立正大学客員教授）他
　　　　特別展示
　　　　「ティラウラ・コット遺跡　出土品とパネル」
　　　　「河口慧海請来資料」「ネパール8000m峰　登頂記録写真展」他 
●入場　無料　●参加　申込不要　※詳細はホームページにて紹介。

立正大学ホームカミングデースペシャル

●日時　2015年10月31日（土）
　　　　開場15:30 ／開演16:00 ／終演18:00
●会場　熊谷キャンパス アカデミックキューブ1階A101教室
　　　　品川キャンパス 9号館3階932教室（熊谷より生放送）
※詳細は8面のイベント情報をご覧ください。

卒業生、元教職員の皆様より、石
橋湛山学長の思い出の手記を募集
します。石橋学長の写真や、授業で
の資料類などお持ちの方は、ぜひ
政策広報課までお知らせください。

手 記 を 募 集

立正ネパール交流プロジェクトを推進
する学生メンバーを募集。これからの
日本とネパールの在り方についての提
言を行うほか、記念フェスティバルの
企画、運営にもあたります。（募集要
項はポータルで配信）

メ ン バ ー 募 集

立正大学第101回公開講座

2016年春、高野誠鮮さんを塾長に「モラりす高野塾」を開講します。
羽咋市で「地域創生」を体験するプログラムです。（ガイダンス日程は
ポータルで配信）

参 加 学 生 募 集
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「
芸
術
研
究（
一
）～（
五
）」で
は
、

書
道
・
華
道
・
詩
歌
・
邦
楽
な
ど

の
文
化
芸
術
に
つ
い
て
学
ぶ
科
目

と
し
て
、
講
義
と
一
部
体
験
実
習

が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
文
化
庁
芸
術
祭
優

秀
賞
受
賞
の
箏
奏
者
、
高
畠
一
郎

先
生
が
講
師
を
務
め
る
「
芸
術
研

究
（
五
）」
で
は
、
日
本
の
伝
統

音
楽
「
邦
楽
」
の
基
礎
知
識
と
歴

史
的
変
遷
を
、
箏
を
主
軸
に
雅
楽
・

三
味
線
・
尺
八
な
ど
の
作
品
鑑
賞

と
生
演
奏
を
交
え
、
実
際
に
楽
器

に
触
れ
な
が
ら
学
び
ま
す
。

　

授
業
の
締
め
く
く
り
と
し
て
石

橋
湛
山
記
念
講
堂
に
て
公
開
授

業
「
邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
。

演
奏
者
は
高
畠
先
生
を
中
心
に
東

京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
邦
楽
科
出

身
の
現
役
演
奏
家
の
方
々
。
定
番

曲
か
ら
実
験
的
意
欲
作
ま
で
７
曲

を
演
奏
。
本
格
的
演
奏
に
会
場
は

魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

践
と
そ
の
課
題
」
と
題
し
て
、
事

例
報
告
会
を
開
催
。
昨
年
度
、
事

例
発
表
さ
れ
た
「
双
方
向
授
業
」

の
実
現
を
支
え
る
A
P
の
二
つ
目

の
柱
に
つ
い
て
、
具
体
例
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

導
入
背
景
や
授
業
改
善
、
撮
影
・

編
集
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

な
さ
れ
た
後
、
予
習
用
動
画
を
実

際
に
見
せ
な
が
ら
利
用
方

法
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
授
業
前
と

授
業
後
に
何
人
が
動
画
を

視
聴
し
た
か
や
、
学
生
が

復
習
に
も
活
用
し
て
い
る

こ
と
な
ど
、
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
か
ら
見
え
る
リ
ア
ル

な
数
字
も
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
予
習
用
動
画
導
入
前

と
の
比
較
で
は
、「
授
業
時

に
演
習
に
使
え
る
時
間
が

増
え
た
」「
学
生
の
知
識
の

定
着
が
早
い
」
な
ど
の
効
果
を
紹

介
。
最
後
に
、「
学
生
の
学
修
行

動
の
測
定
や
高
大
連
携
・
地
域
連

携
を
視
野
に
入
れ
た
活
用
」
な
ど
、

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
も
言
及
さ

れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、「
教
材
作
成

の
実
際
と
活
用
法
が
参
考
に
な
っ

た
」「
た
い
へ
ん
興
味
深
く
、
自

分
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
く
な
っ

た
」「
予
習
用
動
画
の
導
入
に
当

た
っ
て
は
、
従
来
の
授
業
と
の
組

み
換
え
に
つ
い
て
調
整
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
な
ど
、
様
々
な
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

F
D
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
今
年
度
の

年
間
テ
ー
マ
は
、「
教
育
方
法
の
工

夫
と
改
善
に
向
け
た
優
れ
た
取
り

組
み
の
全
学
的
共
有

－

ア
ク
テ
ィ

ブ
･
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
推
進

－

」。

昨
年
度
の
「
大
学
教
育
再
生
加
速

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
A
P
）」
テ
ー
マ
Ⅰ

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
部
門

採
択
後
、
教
室
内
無
線
L
A
N
環

境
の
段
階
的
整
備
や
簡
易
動
画
作

成
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
導
入
と
い
っ

た
学
内
環
境
は
加
速
度
的
に
整
備

さ
れ
、
ま
た
、
各
種
研
修
会
の
実

施
や
参
加
な
ど
を
通
し
て
携
わ
る

教
職
員
の
意
識
共
有
、
ス
キ
ル
の

向
上
も
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
F
D
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

A
P
採
択
事
業
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン

ナ
ー
役
を
担
う
、
地
球
環
境
科
学

部
（
小
松
陽
介
教
授
・
松
尾
忠
直

助
教
）
を
講
演
者
に
「
予
習
用
動

画
を
用
い
た
『
反
転
授
業
』
の
実

　

品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
程
近
く

に
あ
る
「
戸
越
銀
座
商
店
街
」
を

舞
台
に
学
ぶ
、
経
営
学
部
開
設
科

目
の「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
特
講〈
ま

ち
づ
く
り
論
〉」
と
「
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
特
講
〈
ま
ち
づ
く
り
実
習
〉」

（
池
上
和
男
先
生
）。
ま
ち
づ
く
り

の
成
否
を
握
る
と
い
わ
れ
て
い
る

「
商
店
街
の
活
性
化
」
を
中
心
に

し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
理
論
・

実
践
を
学
ぶ
授
業
で
す
。

　

学
生
た
ち
は
年
数
回
、「
戸
越

銀
座
商
店
街
」
の
ガ
イ
ド
や
月
１

回
、
戸
越
銀
座
ブ
ラ
ン
ド
・
鳥
取

県
の
商
品
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。
夏
期
休
暇
中
に
は
、
戸
越
銀

座
ま
つ
り
の
支
援
や
鳥
取
県
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
実
施
。
鳥

取
県
の
物
産
（
二
十
世
紀
梨
サ
イ

ダ
ー
、
梨
の
カ
ッ
ト
フ
ル
ー
ツ
等
）

の
商
品
開
発
に
つ
い
て
の
検
討
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

戸
越
銀
座
商
店
街
で
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
を
行
っ
た
学
生
は
「
最
初

は
戸
惑
い
な
が
ら
の
ガ
イ
ド
で
し

た
が
、
お
客
様
と
会
話
の
な
か
か

ら
、
そ
の
方
の
ニ
ー
ズ
を
察
知
し
、

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
お
店
紹

介
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
仲
間

や
店
舗
の
方
を
含
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」「
人
の
温
か
さ

や
心
が
こ
も
っ
て
い
る
点
、
こ
こ

で
し
か
味
わ
え
な
い
・
手
に
入
ら

石
破
大
臣
を
表
敬
訪
問
し

活
動
内
容
に
つ
い
て
報
告

　

国
土
交
通
省
が
地
域
活
性
化
の

拠
点
と
し
て
重
要
整
備
を
進
め
て

い
る
「
道
の
駅
」
で
観
光
振
興
や

地
域
政
策
な
ど
の
実
習
を
行
っ
て

い
る
地
球
環
境
科
学
部
地
理
学
科

（
片
柳
ゼ
ミ
所
属
）
の
学
生
の
代

表
2
名
が
、
7
月
24
日
、
内
閣
府

を
訪
れ
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
状
況

な
い
モ
ノ
が
あ
る
と
い
う
点
が
商

店
街
の
魅
力
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
し
た
。
商
店
街
の
こ
と
を
も
っ

と
勉
強
し
て
、
わ
か
り
や
す
く
て

面
白
い
ガ
イ
ド
が
で
き
る
よ
う
、

今
後
頑
張
り
た
い
で
す
」
と
現
場

だ
か
ら
こ
そ
の
体
験
や
気
づ
き
を

寄
せ
て
い
ま
す
。

や
今
後
の
取
り
組
み
、
抱
負
に
つ

い
て
、
石
破
茂
地
方
創
生
担
当
大

臣
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

訪
問
し
た
学
生
は
、
鳥
取
県
出

身
の
石
破
大
臣
と
、
地
方
を
元
気

に
し
た
い
と
意
気
投
合
。
大
臣
か

ら
「
地
元
の
人
が
気
づ
か
な
い
と

こ
ろ
こ
そ
外
の
人
が
貢
献
で
き
る

部
分
。
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と

激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
3
月
に
発
行
さ

れ
た
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
地
理
学
科
学
生
取
材 

め

ぬ
ま
観
光
読
本
。」を
紹
介
。

こ
の
冊
子
に
は
、
国
宝
の

妻
沼
聖
天
山
歓
喜
院
聖
天

堂
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

や
地
元
の
名
物
が
学
生
の

感
想
と
と
も
に
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
熊
谷
市
観
光
案

内
所
な
ど
で
入
手
で
き
ま

す
。

当日は、地球環境科学部の小松陽介教授と松尾忠直
助教が、「予習用動画を用いた『反転授業』の実践とそ
の課題」と題して、事例報告を行いました 公開授業「邦楽コンサート」7月21日　石橋湛山記念講堂

授業中の一コマ。「生まれて初めて三味線に触れました」

ガイドツアーを行った学生からは現場だからこその体
験や気づきを寄せています

学生たちは月１回、戸越銀座ブランド・鳥取県の商品
販売を行っています

「道の駅」での様々な活動などについて石破大
臣に報告。大臣からは「がんばってほしい」と激
励を受けました

　「コミュニケーション特講〈メディアリテラ
シー〉」（畠山仁友先生）は、株式会社フジテレ
ビジョンと共同で開講し、番組制作を通して制
作者の立場から放送メディアリテラシーを学ぶ
科目です。フジテレビ講師によるメディアリテラ
シー講義ののち、学生がグループで取材（アポ
イントメント取り、ビデオ撮影、インタビューな
ど）、VTR制作を行い、最終回にフジテレビ湾
岸スタジオで模擬ニュース番組を制作すること
で、放送メディアリテラシーを実践的に身につ
けることを目的に、後期から新たにスタートしま
した。

フジテレビジョンと共同開講
今年度、後期から新たにスタート

　「経営総合特論〈エグゼクティ
ブ講座１〉」（牧幸輝先生）では、
東京中小企業家同友会との連携
の下、毎回企業経営者を講師に
迎え、経営者の生の声から企業
の実態と経営戦略の実践、企業
を取り巻く環境を学びます。授
業最終日には、約20人の経営者
にご出席いただき、学生と共に少人数に分かれて、「良い会社とは何か」をテー
マに討論授業を行いました。いずれのグループも活発なディスカッションが
展開され、参加学生からは「中小企業で働く良さがわかった」「経営者の方
と身近に話すことができて良かった」などの感想が聞かれました。

「良い会社とは何か」をテーマに行った討論
授業では、経営者の方から貴重なアドバイ
スを頂きました

　

企
業
や
地
域
社
会
等
学
外
者
と
の
コ
ラ
ボ
に

よ
る
授
業
の
開
発
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
学
内
だ
け
で
は
体
験
で
き
な
い
総
合

的
な
学
修
を
行
う
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
。
各
教

員
は
学
部
学
科
の
特
性
、
専
門
分
野
に
合
わ
せ

て
、
学
生
自
ら
が
現
場
に
出
か
け
、
問
題
解
決

能
力
を
身
に
つ
け
る
場
を
提
供
し
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
・
企
業
に
学
ぶ
。

リ
ア
ル
な
体
験
や
現
場
か
ら

感
性
を
磨
く
実
践
教
育

テーマ

※ １   各大学・短期大学・高等専門学校等が実施する教育改革の取組の中から、優れた取組を選び、支援するとともに、
その取組について広く社会に情報提供を行うことにより、他の大学等が選ばれた取組を参考にしながら、教育改革
に取り組むことを促進し、大学教育改革を進めています。この「優れた取組」を「Good Practice」（GP）と呼んでいます。

※ ２   平成27年度から、大学が地方公共団体や企業等と協働して、学生にとって魅力ある就職先の創出をするとともに、
その地域が求める人材を養成するために必要な教育カリキュラムの改革を断行する大学の取組を支援する事業。

部
科
学
省
で
は
各
大
学
に
お
け
る

大
学
改
革
の
取
組
が
一
層
推
進
さ

れ
る
よ
う
、「
G
P
事
業
（
※
1
）」、「
地（
知
）

の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業

（
※
2
）」
な
ど
様
々
な
事
業
に
よ
り
、
特
色
・

個
性
の
あ
る
優
れ
た
取
組
を
選
定
・
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

本
学
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
、「
大
学
教

育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
A
P
）」
テ
ー

マ
Ⅰ
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
採
択
さ

れ
、教
育
改
革
モ
デ
ル
校
と
し
て
の
取
組
は
、

地
球
環
境
科
学
部
を
中
心
に
加
速
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
A
P
に
限
ら
ず
、
各
学
部
学
科
、

各
教
員
に
よ
っ
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
を
取
り
入
れ
た
教
育
改
善
の
不
断
の
努

力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
学
部
よ
り

寄
せ
ら
れ
る
情
報
を
も
と
に
、
テ
ー
マ
ご
と

に
特
色
あ
る
取
組
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

文

経
営
学
部

実
習
・
講
義
か
ら
実
社
会
を
体
感

地
球
環
境
科
学
部
「
道
の
駅
」で
観
光
振
興
や
地
域
政
策
な
ど
の
実
習

仏
教
学
部

本
物
に
触
れ
、
感
性
を
磨
く

「
大
学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム（
A
P
）」

テ
ー
マ
Ⅰ 

ア
ク
ティ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

全
学
的
に
ア
ク
ティ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
の

実
現
を
目
指
し
ま
す

第
１
回
F
D
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
施
【
7
月
25
日（
土
）】

「学びたくなる環境」
社会に求める
学びの機会

シリーズ

「立正大学の教育改革」
3

経営者を招き、
学内で“現場力”を学ぶ
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立正大学学園 平成26年度決算報告
本学園の平成26年度決算は、理事会、ならびに評議員会において承認可決されました。ここにその概要を説明します。

❶　  消費収支計算書について
［（１）表参照］

費収支計算書は、当該会計年
度の消費収入及び消費支出の

内容及び収支の均衡状態を明らかに
し、学校法人の経営状況が健全であ
るかどうかを示すものです。消費収
入総額（帰属収入）は、19,293,645
千円で、対前年度比 2,610,129千
円、11.9％の減となりました。これ
は主に資産売却差額が 2,505,170

千円減額したことなどによるもので
す。帰属収入から組み入れる基本金
は、2,593,590千円で、対前年度
比 1,203,726千円、86.6％の増と
なりました。帰属収入から基本金を
差し引いた消費収入は 16,700,055
千円で、対前年度比 3,813,855千
円、18.6％の減となりました。
　これに対し、26年度の消費支出
は15,274,732千円で対前年度比 
161,365千円、1.0％の減となりま
した。消費収入と消費支出の差は 

度 か ら 繰 越 さ れ た 支 払 資 金 
13,098,785千円（26年4月1日
現在の支払資金残高）を加えた 
55,905,732千円が当年度の収入
総額です。ここから人件費支出以下
の 当 年 度 中 に 支 出 さ れ た 額 
46,416,673千円を差し引いた残り 
9,489,059千円が次年度へ繰越さ
れる支払資金となりました。

❸　  貸借対照表について
［（３）表参照］

借対照表は、年度末日におけ
る資産、負債、基本金及び消

費収支差額の残高を示し、学校法人
の財政状態を明らかにするもので

す。本学園が所有しております資産
の総額は、前年度と比べ 2,864,999
千円増加（3.0％増）し、99,749,933
千円となり、これに対し負債の総額は、
前年度に比べ 1,153,914千円減少

（11.5％減）し、8,873,305千円と
なり、総資産に対する総負債の割合
は8.9％（40％以下なら健全といわ
れております）となりました。総資産か
ら総負債を引いた 90,876,628千
円（対前年度 4,018,913千円増） 
が正味財産となります。
　基本金は 92,488,446千円であ
り、消費収支差額は 1,611,819千
円の消費支出超過となりました。

以　上

消

1,425,323千円の消費収入超過で
あり、これに前年度繰越消費支出超
過額 3,037,142千円を加算すると
翌年度への繰越消費支出超過額は 
1,611,819千円となりました。

❷　  資金収支計算書について
［（２）表参照］

金収支計算書は、当該会計年
度の諸活動に対応するすべて

の収入及び支出の内容並びに支払資
金の収入及び支出のてん末を明らか

にするものです。
資金の収入額は 
42,806,947千
円でこれに前年

資

貸（1） 平成26年度消費収支計算書　平成26年4月1日から平成27年3月31日まで
（単位 : 円）

消 費 収 入 の 部
科         目 予　　算 決　　算 差　　異

学 生 生 徒 等 納 付 金 11,196,422,000 11,187,318,900 9,103,100
手 数 料 361,595,000 340,985,033 20,609,967
寄 付 金 217,166,000 230,800,032 △ 13,634,032
補 助 金 1,640,639,000 1,583,873,148 56,765,852

国 庫 補 助 金 1,137,389,000 1,080,995,000 56,394,000
地 方 公 共 団 体 補 助 金 502,350,000 501,978,148 371,852
学 術 研 究 振 興 資 金 900,000 900,000 0

資 産 運 用 収 入 1,619,040,000 1,700,795,982 △ 81,755,982
資 産 売 却 差 額 3,502,580,000 3,502,580,000 0
事 業 収 入 512,239,000 501,416,091 10,822,909
雑 収 入 220,315,000 245,875,918 △ 25,560,918
帰 属 収 入 合 計 19,269,996,000 19,293,645,104 △ 23,649,104
基 本 金 組 入 額 合 計 △ 2,556,147,000 △ 2,593,590,283 37,443,283

消 費 収 入 の 部 合 計 16,713,849,000 16,700,054,821 13,794,179
消 費 支 出 の 部

科         目 予　　算 決　　算 差　　異
人 件 費 7,385,733,000 7,347,926,051 37,806,949
教 育 研 究 経 費 6,624,757,000 6,144,149,598 480,607,402
管 理 経 費 1,867,408,000 1,756,440,860 110,967,140
借 入 金 等 利 息 24,973,000 24,973,228 △ 228
資 産 処 分 差 額 5,797,000 1,242,010 4,554,990
予 備 費 179,523,000 179,523,000

消 費 支 出 の 部 合 計 16,088,191,000 15,274,731,747 813,459,253
当 年 度 消 費 収 入 超 過 額 625,658,000 1,425,323,074 
前 年 度 繰 越 消 費 支 出 超 過 額 3,037,141,000 3,037,141,667
翌 年 度 繰 越 消 費 支 出 超 過 額 2,411,483,000 1,611,818,593 

（2） 平成26年度資金収支計算書　平成26年4月1日から平成27年3月31日まで
（単位 : 円）

収 入 の 部
科         目 予　　算 決　　算 差　　異

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 11,196,422,000 11,187,318,900 9,103,100
手 数 料 収 入 361,595,000 340,760,303 20,834,697
寄 付 金 収 入 199,851,000 208,374,050 △ 8,523,050
補 助 金 収 入 1,640,639,000 1,583,873,148 56,765,852

国 庫 補 助 金 収 入 1,137,389,000 1,080,995,000 56,394,000
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 502,350,000 501,978,148 371,852
学 術 研 究 振 興 資 金 収 入 900,000 900,000 0

資 産 運 用 収 入 1,619,040,000 1,700,795,982 △ 81,755,982
資 産 売 却 収 入 6,091,030,000 7,797,780,000 △ 1,706,750,000
事 業 収 入 512,239,000 501,416,091 10,822,909
雑 収 入 220,315,000 245,814,360 △ 25,499,360
借 入 金 等 収 入 400,000 600,000 △ 200,000
前 受 金 収 入 3,303,003,000 3,048,930,500 254,072,500
そ の 他 の 収 入 13,251,385,000 19,599,293,048 △ 6,347,908,048
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 3,290,819,000 △ 3,408,008,968 117,189,968
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 13,098,785,000 13,098,784,625 

収 入 の 部 合 計 48,203,885,000 55,905,732,039 △ 7,701,847,039
支 出 の 部

科         目 予　　算 決　　算 差　　異
人 件 費 支 出 7,432,666,000 7,399,950,113 32,715,887
教 育 研 究 経 費 支 出 4,773,148,000 4,293,882,611 479,265,389
管 理 経 費 支 出 1,567,572,000 1,453,874,965 113,697,035
借 入 金 等 利 息 支 出 24,973,000 24,973,228 △ 228
借 入 金 等 返 済 支 出 585,892,000 585,892,000 0
施 設 関 係 支 出 2,581,627,000 2,651,724,441 △ 70,097,441
設 備 関 係 支 出 668,383,000 640,168,294 28,214,706
資 産 運 用 支 出 20,906,742,000 28,849,644,220 △ 7,942,902,220
そ の 他 の 支 出 1,107,083,000 1,118,027,348 △ 10,944,348
予 備 費 167,442,000 167,442,000
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 269,225,000 △ 601,463,933 332,238,933
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 8,657,582,000 9,489,058,752 △ 831,476,752

支 出 の 部 合 計 48,203,885,000 55,905,732,039 △ 7,701,847,039

（3）貸借対照表　平成27年 3月31日
（単位 : 円）

資 産 の 部
科         目 本 年 度 末 前 年 度 末 増     減

固 定 資 産 86,699,415,298 80,085,289,300 6,614,125,998
有 形 固 定 資 産 41,428,216,605 40,266,995,909 1,161,220,696

土 地 16,662,120,847 14,318,424,715 2,343,696,132
建 物 20,656,915,559 21,964,249,289 △ 1,307,333,730
構 築 物 2,278,380,486 2,481,067,128 △ 202,686,642
教 育 研 究 用 機 器 備 品 1,085,375,197 764,286,533 321,088,664
そ の 他 の 機 器 備 品 51,891,011 26,793,858 25,097,153
図 書 691,300,528 708,526,384 △ 17,225,856
車 輌 2,232,977 3,648,002 △ 1,415,025

そ の 他 の 固 定 資 産 45,271,198,693 39,818,293,391 5,452,905,302
電 話 加 入 権 11,123,193 11,123,193 0
長 期 貸 付 金 66,192,000 60,953,000 5,239,000
減 価 償 却 引 当 特 定 資 産 20,814,148,000 19,800,533,000 1,013,615,000
第 3 号 基 本 金 引 当 資 産 10,000,000,000 10,000,000,000 0
教 育 施 設 拡 充 引 当 資 産 0 1,211,794,306 △ 1,211,794,306
退 職 給 与 引 当 特 定 資 産 1,726,498,500 1,752,510,500 △ 26,012,000
周年記念事業引当特定預金 2,750,000 5,800,000 △ 3,050,000
有 価 証 券 12,485,427,000 6,805,987,000 5,679,440,000
差 入 保 証 金 165,060,000 165,060,000 0
そ の 他 の 固 定 資 産 0 4,532,392 △ 4,532,392

流 動 資 産 13,050,517,331 16,799,644,168 △ 3,749,126,837
現 金 預 金 9,489,058,752 13,098,784,625 △ 3,609,725,873
未 収 入 金 305,768,968 393,897,165 △ 88,128,197
有 価 証 券 3,185,259,515 3,235,120,513 △ 49,860,998
修 学 旅 行 費 預 り 資 産 36,920,000 36,300,087 619,913
貯 蔵 品 685,035 925,618 △ 240,583
前 払 保 険 料 4,636,073 7,741,498 △ 3,105,425
そ の 他 の 流 動 資 産 28,188,988 26,874,662 1,314,326

資 産 の 部 合 計 99,749,932,629 96,884,933,468 2,864,999,161

負 債 の 部
科         目 本 年 度 末 前 年 度 末 増     減

固 定 負 債 4,596,409,465 5,033,525,527 △ 437,116,062
長 期 借 入 金 1,156,894,000 1,541,986,000 △ 385,092,000
退 職 給 与 引 当 金 3,439,515,465 3,491,539,527 △ 52,024,062

流 動 負 債 4,276,895,565 4,993,693,699 △ 716,798,134
短 期 借 入 金 385,692,000 585,892,000 △ 200,200,000
未 払 金 601,538,578 1,073,226,224 △ 471,687,646
前 受 金 3,048,930,500 3,111,879,400 △ 62,948,900
預 り 金 146,126,271 151,325,127 △ 5,198,856
修 学 旅 行 費 預 り 金 38,000,000 36,970,948 1,029,052
預 り 保 証 金 56,608,216 34,400,000 22,208,216

負 債 の 部 合 計 8,873,305,030 10,027,219,226 △ 1,153,914,196

基 本 金 の 部
科         目 本 年 度 末 前 年 度 末 増     減

第 1 号 基 本 金 81,420,446,192 77,846,061,603 3,574,384,589
第 2 号 基 本 金 0 1,211,794,306 △ 1,211,794,306
第 3 号 基 本 金 10,000,000,000 10,000,000,000 0
第 4 号 基 本 金 1,068,000,000 837,000,000 231,000,000
基 本 金 の 部 合 計 92,488,446,192 89,894,855,909 2,593,590,283

消 費 収 支 差 額 の 部
科         目 本 年 度 末 前 年 度 末 増     減

翌 年 度 繰 越 消 費 支 出 超 過 額 1,611,818,593 3,037,141,667 1,425,323,074
消 費 収 支 差 額 の 部 合 計 △ 1,611,818,593 △ 3,037,141,667 1,425,323,074

科         目 本 年 度 末 前 年 度 末 増     減
負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部合計 99,749,932,629 96,884,933,468 2,864,999,161

借入金等利息
0.2% 

資産処分差額
0.008% 

人件費
48.1%

教育研究経費
40.2%

管理経費
11.5%

●消費支出

人件費
41.1% 

教育研究経費
34.4%

管理経費
9.8% 

 
借入金等利息
0.1% 

資産処分差額
0.007% 

基本金組入額 14.5%

●消費支出＋基本金組入額●帰属収入

学生生徒等納付金
58.0% 

手数料
1.8%  

寄付金
1.2% 

資産運用収入
8.8%

事業収入 2.6%

雑収入 1.3%

国庫補助金
5.6%

地方公共団体
補助金
2.6%

学術研究振興資金
0.005%

補助金
8.2% 

資産売却差額
18.2%

Students' Voice の詳細は、RISカフェブログ　http://rissho-riscafe.hateblo.jp/で公開しています。

Students' Voiceは、立正大学の学生PR集団
「RISカフェ」のメンバーが、学生から直接集める
「ナマの声」です。今回は「あなたは社会で、地域で、
何を学んだ？」をテーマに、大学の外での授業や
実習に参加した学生に回答していただきました。

「あなたは社会で、地域で、
  何を学んだ？」

■協力期間　7月31日（金）～
　　　　　　9月  7日（月）
■協力教員数　　11名
■回答数　学部生19名

相談することは勇気が必要であるが、身に
つけなくてはいけないと実感した」（海外イ
ンターンシップ）等、自分の能力の向上・
不足部分を自覚するきっかけになっているよ
うです。中には「外部の方と接する姿勢（身
だしなみ、言葉遣い、大学で行っている調
査が分かるように等）」が重要であるという
回答もありました。

「参加したカリキュラムについて、どう思うか」

　「講義で学んだことを生かせる場、新し
い知識や考えを発見、吸収できる場でもあ
る」（ソーシャルワーク実習）、「大学の座学
だけでなく、実際に現地を訪れて学べるこ
とがたくさんあった」（社会学専門演習）と
いう肯定的な意見がある反面、実施時期に
ついては、特に教育実習は採用試験の勉
強や卒業論文と並行して行われるため、3
年時に行きたいという意見もありました。

「学外授業について期待度と満足度」

　学外授業に行く前の期待度は全体的に
高くはなく、「現場を目にすることができる
が、1ヶ月近く慣れない場所で生活をするた
め、対応できるのか不安」（児童養護施設
実習）、「ジャニーズのファンにアポイントメ
ント無しで街角アンケートに協力してくれる
のか不安」（社会心理調査実習）等、普段
の授業とは違った学びの場の新鮮さを感じ
るとともに、期待度が高い学生でも不安や
緊張を感じている学生がほとんどでした。
　実施後の満足度は期待度と比較してかな
り高く、「水俣病の原因である工場を見学し、
患者さんから話をきくことができ、貴重な体
験になった」（社会学専門演習）、「想像以
上に辛い面がある一方で、それを吹き飛ば
す程楽しい、嬉しいことがたくさんあると感
じた」（教育実習中・高）等、学びが深まる

だけでなく、自分自身の成長を感じる学生
が多くいました。

「学外の経験で得たこと、学んだこと」

　一緒に活動をする仲間の大切さを学んだ
学生や実際に現地に行って話を聞くことの
大切さを身に染みて感じる人が多く、「地域
の景観は作り出すものではなくて、人々の
手で作られているのだと学んだ」（地理学セ
ミナー）、「差別や偏見を避けるためにも正
確な情報を得てから意見すること」（社会学
専門演習）、「児童の話を受容・傾聴する。
児童が安全、安心して過ごせるように環境
を整えることが一番大切なことだと感じた」

（ソーシャルワーク実習）等、現場でなけれ
ば気付かなかった視点が得られたようです。
それに並んで、教育実習やインターンシッ
プに参加した学生からは「自分では難しい
と感じたときに、他にできる人がいないかと

15.8%期待度 5
21.1%期待度 4
52.6%期待度 3

10.5%期待度 2
0.0%期待度 1

期
待
度

高
い

低
い

52.6%満足度 5
47.4%満足度 4

0.0%満足度 3
0.0%満足度 2
0.0%満足度 1

満
足
度

高
い

低
い

●学外での授業に行く前の期待度 ●学外で授業を経験した満足度　
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遺
跡
と
仏
教
の
関
係
性
を
学
び
ま

し
た
。

　

今
後
も
仏
教
学
部
で
は
、“
文

化
”
に
直
接
触
れ
る
学
習
の
場
と

し
て
、
研
修
授
業
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

仏
教
学
部
で
は
、
学
内

で
の
講
義
を
通
じ
た
学
び

に
加
え
、“
文
化
”
を
自

ら
の
五
感
で
感
得
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
仏
教

文
化
研
修
」
を
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

海
外
研
修
は
「
ミ
ラ
ノ
・

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
ロ
ー
マ

の
宗
教
芸
術
」と
題
し
て
、

29
名
の
参
加
者
を
集
め
、

イ
タ
リ
ア
の
遺
跡
や
美
術

館
見
学
を
中
心
と
し
た
10

日
間
の
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
研
修
で
は
、
宗
教
と

芸
術
の
密
接
な
関
係
性
に

つ
い
て
、
実
感
を
通
し
て
学
び
ま

し
た
。

　

ま
た
、
国
内
研
修
で
は
、「
大

阪
泉
南
地
方
と
奈
良
市
」
を
訪

れ
、
日
蓮
宗
門
の
古
刹
で
あ
る
堺

妙
國
寺
を
参
詣
し
、
さ
ら
に
古
代

　

文
学
部
で
は
、
よ
り
広
く
学

術
の
振
興
を
目
指
す
と
と
も
に
、

浩こ
う

瀚か
ん

な
知
の
創
成
と
継
承
に
裨ひ

益え
き

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

2
0
1
4
年
度
に
角
川
学
芸
出
版

よ
り
「
立
正
大
学
文
学
部
学
術
叢

書
」
の
刊
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

初
年
度
の
刊
行
は
、
多
く
の
応
募

の
な
か
か
ら
、
史
学
科
の
岩
本
篤

志
専
任
講
師
の
『
唐
代
の
医
薬
書

と
敦
煌
文
献
』
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
本
書
は
3
0
0
ペ
ー
ジ
を
超

え
る
充
実
し
た
内
容
を
誇
る
も
の

で
あ
り
、
日
本
・
中
国
・
フ
ラ
ン

ス
・
イ
ギ
リ
ス
に
分
散
す
る
敦
煌

文
献
の
断
片
か
ら
唐
王
朝
の
勅
撰

医
薬
書
『
新
修
本
草
』
の
復
元
と

分
析
を
行
っ
た
画
期
的
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　

文
学
部
で
は
、「
立
正
大
学
文

学
部
学
術
叢
書
」

を
継
続
し
て
刊

行
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
文
学
部

専
任
教
員
の
優

れ
た
業
績
を
社

会
に
宣
伝
し
、
立

正
大
学
文
学
部

の
名
を
高
め
る

こ
と
に
役
立
て

て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

授
業
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
の
授

業
で
は
、
前
期
中
に
事
前
調
査

を
実
施
し
た
う
え
で
、
夏
休
み
に

フ
ィ
ー
ル
ド
へ
出
掛
け
、
産
業
活

動
や
流
通
な
ど
「
経
済
の
現
場
」

に
関
す
る
現
地
調
査
を
通
じ
て
現

実
の
経
済
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
8
月
6
日
と

7
日
の
1
泊
2
日
で
、
新

潟
県
三
条
市
を
訪
れ
、
地

場
産
業
や
商
店
街
な
ど
地

域
の
状
況
を
調
査
し
て
き

ま
し
た
。
猛
暑
の
中
、
街

歩
き
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
敢

行
し
、
ハ
ー
ド
な
内
容
に

な
り
ま
し
た
が
、
鍛
冶
作

業
の
体
験
を
通
じ
て
地
元

の
方
々
と
も
交
流
で
き
、

学
生
た
ち
に
と
っ
て
充
実

し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

と
な
り
ま
し
た
。

　

経
済
学
部
で
は
、
今
年
度
よ
り

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
特
に
新
入
生
に
は
、
専

門
を
学
ぶ
た
め
の
重
要
な
“
基
礎

固
め
”
の
一
つ
と
し
て
「
経
済

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
と
い
う

三条市では、伝統産業である鍛冶作業（和釘づくり）を体験しました

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

「
経
済
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」ス
タ
ー
ト

経済学部

立
正
大
学
文
学
部
学
術
叢
書
の
初
刊

『
唐
代
の
医
薬
書
と
敦
煌
文
献
』を
刊
行

文学部

“
文
化
”を
五
感
で
感
得
す
る

充
実
し
た「
仏
教
文
化
研
修
」

仏教学部

中
国
歴
代
王
朝
に
お
い
て
医
事
を
管
轄
し
、
医
術
者
を
養
成
し

た
組
織
は
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
契
機
で
設
置
さ
れ
た
の
か
。

敦
煌
本
と
日
本
伝
来
写
本
の
医
薬
書
の
分
析
を
ふ
ま
え
て
論
証

し
ま
す

今年度の海外研修では、ミラノ郊外のチェレゼートにある日蓮宗寺院・
蓮光寺にも全員で参拝しました

年
9
割
前
後
の
高
い
合
格
率
を

誇
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
延
べ
約

3
5
0
名
が
受
験
し
、
約
9
割
が

合
格
す
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
結

果
を
残
し
ま
し
た
。
夏
休
み
中
に

が
ん
ば
っ
た
受
講
生
の
皆
さ
ん
お

疲
れ
様
で
し
た
。

　

8
月
中
旬
の
酷
暑
の
中
、
経

営
学
部
恒
例
の
集
中
講
義
「
ス

キ
ル
開
発
演
習
〈
資
格
支
援
：

M
O
S
〉
を
2
週
に
わ
た
っ
て
開

講
し
ま
し
た
。
こ
の
集
中
講
義

は
、
今
日
の
企
業
経
営
に
不
可
欠

な
情
報
ス
キ
ル
教
育
の
一
環
と
し

て
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
が
認

定
す
る
「M

icrosoft O
ffice 

S
p
ecialist

（
M
O
S
）
の

E
x
c
e
l
お
よ
び
w
o
r
d
」

資
格
取
得
を
目
的
に
実
施
し
て
お

り
、
履
歴
書
に
書
け
る
資
格
取
得

＋
合
格
す
れ
ば
卒
業
単
位
に
も
な

る
と
い
う
こ
と
で
、
毎
年
定
員

い
っ
ぱ
い
の
受
講
生
を
集
め
て
い

ま
す
。

　

受
講
生
は
、
1
日
5
時
間
の
講

義
を
4
日
間
受
け
た
2
日
後
、
外

部
会
場
で
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
（
上

級
）
試
験
に
挑
む
と
い
う
ハ
ー
ド

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
が
ら
、
毎

M
O
S
の
高
い
合
格
率
を
誇
る

「
ス
キ
ル
開
発
演
習
」を
開
講

経営学部

M
O
S
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
試
験
の
合
格
率
が

9
割
前
後
と
高
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
毎
年
定

員
い
っ
ぱ
い
の
受
講
生
を
集
め
て
い
ま
す

「
古
き
よ
き
昭
和
」に
つ
い
て

社
会
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
読
み
解
く

浅
岡 

隆
裕

文
学
部
社
会
学
科 

准
教
授

傾
向
が
広
く
見
ら
れ
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
憧
憬
は
、
昭

和
年
代
の
家
族
の
団
ら
ん
風
景
や

近
隣
社
会
が
保
持
し
て
い
た
と
さ

れ
る
人
間
的
な
つ
な
が
り
の
ユ
ー

ト
ピ
ア
的
な
観
測
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
志
向
は
、“
社

会
的
な
つ
な
が
り
願
望
”“
自
然

回
帰
”“
田
園
回
帰
”“
ス
ロ
ー
ラ

イ
フ
”“
シ
ェ
ア
（
共
有
）
の
思

想
”“
節
約
志
向
”“
身
の
丈
消
費
”

と
い
っ
た
現
代
的
な
社
会
的
態
度

と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い

て
、
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

醸
成
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。そ
の
結
び
つ
き
を
言
説
分
析
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
デ
ー
タ
に
よ
る

解
析
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い
っ
た

調
査
手
法
を
組
み
合
わ
せ
て
実
証

的
に
検
証
し
て
い
ま
す
。

　
「
昭
和
の
懐
か
し
い
に
お
い
が

す
る
～
」「
古
き
よ
き
昭
和
の
趣
」

と
い
っ
た
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
総
じ
て
好
意
的
な
語
ら
れ

方
を
す
る
「
昭
和
」。
と
り
わ
け
、

昭
和
30
年
代
を
扱
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
表
現
物
（
映
画
や
テ
レ
ビ
番
組

な
ど
の
映
像
作
品
、
書
籍
、
広

告
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
）
に
は
、「
貧

し
か
っ
た
け
ど
、
希
望
に
満
ち
あ

ふ
れ
て
い
た
」
と
い
っ
た
趣
旨
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
共
通
し
て
強
く
打

ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
年
代
の
実
態
は
と
も
か

く
、
こ
う
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

（
物
語
）
が
語
ら
れ
、
そ
れ
が
昭

和
30
年
代
と
し
て
の
“
像
”
を
結

ん
で
い
く
過
程
に
つ
い
て
、
私
は

メ
デ
ィ
ア
表
象
や
文
化
社
会
学
と

い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
読
み
解

い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
自
体
は
2
0
0
5
年

か
ら
継
続
的
に
行
っ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
成
果
は
、
2
0
1
2
年

に
石
橋
基
金
出
版
助
成
を
受
け
て

出
版
し
た
拙
著
『
メ
デ
ィ
ア
表
象

の
文
化
社
会
学
：〈
昭
和
〉イ
メ
ー

ジ
の
生
成
と
定
着
の
研
究
』
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
そ
の
継
続
研
究
と
し

て
、
日
本
学
術
振
興
会
の
科
学
研

究
費
補
助
を
受
け
て
、「
現
代
日

本
に
お
け
る
昭
和
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

志
向
の
実
証
研
究
」
と
い
う
テ
ー

昭
和
時
代
に
は
、ど
う
し
て

「
懐
か
し
い
に
お
い
」が
す
る
の
か

人
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

が
ち
な
こ
の
よ
う
な
感
覚
は
、
実

は
社
会
に
根
ざ
し
た
情
動
で
あ
る

と
さ
れ
ま
す
。

　

最
近
、
日
本
に
お
い
て
も
「
昭

和
年
代
」
と
い
う
過
去
へ
の
郷
愁

や
懐
古
と
い
っ
た
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が
一
時
期

の
ブ
ー
ム
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
一

つ
の
特
定
の
志
向
あ
る
い
は
価
値

態
度
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
構
成

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は

考
え
て
い
ま
す
。

　

昭
和
年
代
を
体
験
し
た
世
代
に

お
い
て
は
、
こ
う
し
た
昔
を
懐
か

し
む
と
い
う
感
覚
が
広
く
見
ら
れ

る
こ
と
は
あ
ま
り
不
思
議
な
話
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
若
年

層
に
お
い
て
も
、
実
体
験
が
伴
わ

な
い
イ
メ
ー
ジ
的
な
次
元
で
、“
昭

和
的
な
も
の
”
を
理
想
と
捉
え
る

新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て

実
証
的
に
検
証
す
る

マ
で
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
と
は
、
社
会
学

者
の
フ
レ
ッ
ド
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス
に

よ
れ
ば
、「
過
去
を
憧
憬
の
対
象

と
す
る
感
覚
」
を
い
い
ま
す
。
個

2
0
1
2
年
に
出
版
さ
れ
た『
メ
デ
ィ
ア
表
象
の

文
化
社
会
学
：〈
昭
和
〉イ
メ
ー
ジ
の
生
成
と
定

着
の
研
究
』（
ハ
ー
ベ
ス
ト
社
）。
昭
和
3
0
年
代

に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
そ
れ
を
経
験
し
て
い
な

い
世
代
で
あ
っ
て
も
、「
懐
か
し
い
」と
感
じ
る

事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す

福井県立博物館「昭和のくらしゾーン」の昭和の福井の街
並み。実物が移設された大衆食堂、駄菓子屋、本屋など
が立ち並びます。暗いのは、「夕暮れから夜にかけて」と
いう状況設定だからで、朝から晩や四季の変化を再現し
ています

メディア・コミュニケーション論が専門の浅岡先生。研
究テーマは、メディア文化の社会学、地域社会における
コミュニティーメディアなどです
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地
理
学
科
で
は
、
社
会
へ
の
情

報
発
信
を
行
う
た
め
『
地
理
を
学

ぼ
う
』
シ
リ
ー
ズ
の
刊
行
を
始
め

ま
し
た
。
1
冊
目
の
『
地
理
エ

ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
』（
朝
倉
書
店
、

2
2
0
0
円
＋
税
）
は
、
今
年
5

月
に
発
売
さ
れ
、
全
国
の
書
店
に

並
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
本
で
は
、
学
科

教
員
を
中
心
と
す
る
15

人
の
著
者
が
、
地
理
学

科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

一
つ
の
柱
で
あ
る
巡

検
・
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
、
教
育
に

お
け
る
位
置
づ
け
・
方

法
、
そ
し
て
自
然
、
文

化
、
社
会
に
関
す
る
14

の
テ
ー
マ
に
基
づ
く
実

践
例
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。こ
の
本
を
片
手
に
、

実
際
に
巡
検
を
し
て

た
め
の
1
・
2
年
次
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、

7
月
11
日
に
開
催
し
た

の
が
、
社
会
福
祉
学
科

の「
実
習
成
果
報
告
会
」

で
す
。
こ
れ
は
、
昨
年

度
実
習
を
終
え
た
4
年

生
が
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
実
習
成
果
を
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
も

の
。
こ
れ
を
施
設
・
機

関
の
実
習
指
導
者
と
今
後
実
習
に

参
加
す
る
2
・
3
年
生
が
投
票
に

よ
り
評
価
し
ま
す
。
学
生
の
意
欲

的
で
自
主
的
な
取
り
組
み
が
年
々

顕
著
に
な
り
、
こ
う
し
た
報
告
会

も
年
々
毎
回
熱
を
帯
び
て
き
て
い

ま
す
。
相
互
研
鑽
と
実
習
事
前
学

習
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

当
日
は
、
各
種
公
務
員
、
各
種
士
業
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た

み
た
り
、
机
上
で
巡
検
を
想
像
し

た
り
す
れ
ば
、
地
理
学
の
奥
深
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。

　

本
学
部
で
は
、
今
後
も
『
地
理

を
学
ぼ
う
』シ
リ
ー
ズ
を
通
じ
て
、

様
々
な
地
理
学
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

14のテーマに基づく実践例を紹介。地理学の奥深さを感じる
ことができるはずです

　

社
会
福
祉
学
部
で
は
、
社
会
福

祉
学
科
・
子
ど
も
教
育
福
祉
学
科

と
も
に
、
資
格
取
得
に
向
け
た
福

祉
施
設
・
機
関
ま
た
教
育
機
関
で

の
「
実
習
」
が
4
年
間
の
学
修
の

な
か
で
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、「
実
習
」
に

向
け
た
直
接
的
な
授
業
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
動
機
づ
け
を
高
め
る

実習指導者や2・3年生が投票により評価するため、各
グループのプレゼンテーションも真剣です

　

7
月
4
日
、
法
学
部
で
は
、
品

川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
本
学

部
の
O
B
・
O
G
を
講
師
に
招

き
、
業
界
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
多
く
の
O
B
・
O
G
の
協

力
を
得
て
、
各
種
公
務
員
（
国
税

専
門
官
、
裁
判
所
事
務
官
、
警
察

官
、
市
役
所
職
員
、
県
庁
職
員
）、

各
種
士
業
（
司
法
書
士
、
行
政
書

士
、
社
会
保
険
労
務
士
）、
公
立

学
校
教
員
、
法
科
大
学
院
、
そ
し

て
各
種
民
間
企
業
（
不
動
産
、
証

券
会
社
）
の
ブ
ー
ス
を
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
学
生
に

と
っ
て
、
各
業
種
の
現
場
の
声
を

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
聞
く
良
い
機
会

と
な
り
、
講
師
に
熱
心
に
質
問
す

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
は
他
学
部
の
学
生
に
も
門
戸

を
開
い
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の

参
加
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
学
部
で
は
、
今
後
も
学
生

が
自
ら
の
進
路
を
考
え
ら
れ
る
よ

う
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

7
月
26
日
と
、
8
月
22
日
、
23

日
に
開
催
さ
れ
た
本
学
の
夏
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
た
く

さ
ん
の
受
験
生
、
保
護
者
の
方
が

来
校
し
ま
し
た
。
心
理
学
部
で

は
、
学
部
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
に

お
い
て
、
教
員
や
学
生
に
直
接
相

談
で
き
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、
心

理
学
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
実
験
道
具
や
パ
ネ
ル
を
多

数
用
意
し
て
、
心
理
学
の
世
界
を

体
験
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
受
験
生
や
保
護
者
の
方

た
ち
は
、
心
理
学
の
世
界
の
不
思

議
な
体
験
を
通
じ
て
、
心
理
学
が

暮
ら
し
の
中
で
多
方
面
に
生
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
る
と

共
に
、
心
理
学
が
こ
れ
ま
で
よ
り

ず
っ
と
身
近
な
も
の
に
感
じ
ら
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
の
模
擬
授
業

コ
ー
ナ
ー
も
会
場
が
満
員
に
な
る

ほ
ど
に
盛
況
で
し
た
。
受
験
生
た

ち
は
、
心
理
学
に
関
す
る
身
近
な

問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
生
の
講
義

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

盛
況
だ
っ
た
夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

心
理
学
の
世
界
が
身
近
な
も
の
に

心理学部

地
理
学
の
魅
力
を
発
信
す
る

『
地
理
を
学
ぼ
う
』シ
リ
ー
ズ
の
刊
行
開
始

地球環境
科学部

実
習
に
向
け
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
ア
ッ
プ

成
果
報
告
会
を
開
催

社会福祉
学部

多
く
の
O
B
・
O
G
を
講
師
に
招
き
、

業
界
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

法学部

実
験
道
具
や
パ
ネ
ル
を
用
意
し
て
、
心
理

学
の
世
界
を
体
験
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
多
く
の
受
験
生
が
関
心
を
持
っ
た
よ

う
で
す

年
9
割
前
後
の
高
い
合
格
率
を

誇
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
延
べ
約

3
5
0
名
が
受
験
し
、
約
9
割
が

合
格
す
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
結

果
を
残
し
ま
し
た
。
夏
休
み
中
に

が
ん
ば
っ
た
受
講
生
の
皆
さ
ん
お

疲
れ
様
で
し
た
。

合宿の一コマ。ゼミは明るく、和気あいあいとした
雰囲気です

　

本
ゼ
ミ
の
特
色
の
一
つ
に
メ
ン

タ
ー
制
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

3
年
生
の
ゼ
ミ
の
授
業
に
、
4
年

生
が
メ
ン
タ
ー
と
し
て
参
加
す
る

と
い
う
も
の
。
そ
の
た
め
、
同
学

年
の
み
で
は
な
く
、
先
輩
後
輩
の

つ
な
が
り
も
深
く
、学
習
面
で
は
、

研
究
の
進
め
方
や
卒
論
の
テ
ー
マ

の
決
め
方
な
ど
に
つ
い
て
お
互
い

に
刺
激
を
受
け
ま
す
。
さ
ら
に
、

就
職
活
動
や
大
学
院
進
学
な
ど
進

路
に
つ
い
て
も
気
軽
に
話

が
で
き
る
関
係
が
で
き
て

い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
特
色
と
し

て
ゼ
ミ
内
の
役
職
制
度
が

あ
り
ま
す
。
ゼ
ミ
長
、
副

ゼ
ミ
長
、
書
記
、
合
宿
係
、

食
事
会
係
、
誕
生
日
係
な

ど
の
役
職
を
設
け
る
こ
と

で
、
一
人
ひ
と
り
が
責
任

を
持
ち
、
ゼ
ミ
の
一
員
と

し
て
の
責
務
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
何
か
新
し
い
企

画
を
立
て
る
際
に
は
、
ゼ

ミ
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

や
障
害
な
ど
が
主
な
テ
ー
マ
に
な

り
ま
す
が
、
一
般
の
大
学
生
が
そ

の
よ
う
な
人
た
ち
と
関
わ
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
い
の
で
、
日
常
生

活
で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
や
興
味

の
あ
る
こ
と
を
臨
床
心
理
学
的
に

研
究
し
て
い
る
学
生
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

心
理
学
部
で
は
、
3
年
次
か
ら

ゼ
ミ
が
始
ま
り
ま
す
。
本
ゼ
ミ
で

は
、
3
年
次
の
Ⅰ
期
は
小
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
先
行
研
究
に
基

づ
き
調
査
や
実
験
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
を
、
み
ん
な
の
前
で
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。
授
業

外
の
学
修
時
間
が
長
く
て
大
変
で

す
が
、
そ
の
ぶ
ん
心
理
学
の
基
礎

が
身
に
つ
く
う
え
に
、
ゼ
ミ
生
同

士
の
結
び
つ
き
も
強
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
は
個
人
の
関
心
の
あ
る

論
文
に
つ
い
て
精
読
し
、
発
表
や

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。
そ
し
て
、
Ⅱ
期
か
ら
は
卒
業

傾
向
が
広
く
見
ら
れ
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
憧
憬
は
、
昭

和
年
代
の
家
族
の
団
ら
ん
風
景
や

近
隣
社
会
が
保
持
し
て
い
た
と
さ

れ
る
人
間
的
な
つ
な
が
り
の
ユ
ー

ト
ピ
ア
的
な
観
測
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
志
向
は
、“
社

会
的
な
つ
な
が
り
願
望
”“
自
然

回
帰
”“
田
園
回
帰
”“
ス
ロ
ー
ラ

イ
フ
”“
シ
ェ
ア
（
共
有
）
の
思

想
”“
節
約
志
向
”“
身
の
丈
消
費
”

と
い
っ
た
現
代
的
な
社
会
的
態
度

と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い

て
、
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

醸
成
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。そ
の
結
び
つ
き
を
言
説
分
析
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
デ
ー
タ
に
よ
る

解
析
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い
っ
た

調
査
手
法
を
組
み
合
わ
せ
て
実
証

的
に
検
証
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
秀
行
ゼ
ミ

心
理
学
部
臨
床
心
理
学
科 

講
師

　

佐
藤
ゼ
ミ
で
は
、
絵
や
箱
庭
な

ど
を
通
し
て
、
心
の
中
に
抑
圧
し

て
い
る
感
情
や
欲
求
な
ど
を
自
由

に
表
現
す
る
表
現
療
法
や
、
臨
床

心
理
学
に
関
す
る
基
礎
研
究
を
学

ん
で
い
ま
す
。

　

臨
床
心
理
学
と
い
う
と
、
病
気

心理学アセスメントや表現療法がご専門の佐藤秀行先
生。ゼミの課題は大変ですが、どんなことでも相談に
乗ってくれる先生がいるので、頑張れます 学生同士でディスカッションを重ねながら、発表会に向けた準備をしていきます

伊藤寛和（心理学部臨床心理学科4年）北海道札幌手稲高校出身
今津杏菜（心理学部臨床心理学科3年）東京都立世田谷泉高校出身

個々の人間性や価値観に気づき、
その違いを受け入れながら共に成長

表
現
療
法
や
、

臨
床
心
理
学
の
基
礎
研
究
を
学
ぶ

メ
ン
タ
ー
制
に
よ
っ
て

深
ま
る
先
輩
後
輩
の
絆

実
習
で
用
い
る
箱
庭
を
前
に
。
佐
藤
ゼ
ミ
で
は
体
験
型

の
学
修
を
重
視
し
て
い
ま
す

を
集
め
て
調
整
し
、
ゼ
ミ
生
全
員

が
楽
し
ん
で
参
加
で
き
る
よ
う
に

工
夫
す
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い

ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
研
究
や
卒
業
論
文
作

成
な
ど
の
学
修
活
動
だ
け
で
は
な

く
、
合
宿
な
ど
の
ゼ
ミ
生
同
士
が

関
わ
り
合
う
機
会
が
多
く
あ
り
、

個
々
の
人
間
性
や
価
値
観
に
気
づ

き
、
そ
の
違
い
を
受
け
入
れ
な
が

ら
共
に
成
長
で
き
る
ゼ
ミ
で
す
。

論
文
に
向
け
た
文
献
研
究
が
始
ま

り
、研
究
テ
ー
マ
の
選
定
を
行
い
、

4
年
次
に
は
卒
業
論
文
の
作
成
が

本
格
化
し
て
い
き
ま
す
。
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蔵
の
１
６
１
９
年
版
は
、
最
も

権
威
あ
る
版
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

本
学
に
初
の
本
格
的
な
図
書

館
が
誕
生
し
た
の
は
、
大
学
昇
格

か
ら
２
年
を
経
た
１
９
２
６
（
大

正
15
）
年
の
こ
と
で
す
。「
立
正

大
学
一
覧
（
昭
和
2
年
6
月
1
日

現
在
）」
に
よ
る
と
、
こ
の
と
き
の

建
物（
写
真
①
）は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
３
階
建
（
書
庫
５
階
建
）

１
５
０
坪
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
初
代
図
書
館
が
誕
生

す
る
以
前
、
日
蓮
宗
大
学
時
代

（
明
治
期
）
に
も
大
規
模
な
図

書
館
建
築
計
画
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
編
纂
室
に
遺
さ
れ
て
い

る「
日
蓮
宗
大
学
図
書
館
募
縁
」

に
は
、
当
時
の
図
書
館
設
計
概

要
に
つ
い
て
、
書
庫
は
焼
過
レ

華
経
文
化
研
究
所
（
安
田
治
樹

所
長
）
ら
に
よ
っ
て
、
旧
ソ
連

領
の
カ
ラ
・
テ
ペ
周
辺
の
仏
教

遺
跡
研
究
が
始
め
ら
れ
、
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
研
究
に
新
た
な
光
が

当
て
ら
れ
て
い
る
。
立
正
大
学

博
物
館
（
池
上
悟
館
長
）
が
こ

れ
ら
の
展
示
を
行
っ
て
い
る
。

世
界
的
な
調
査
研
究
に
触
れ
た

い
も
の
で
あ
る
。

　

西
洋
解
剖
書
の
日
本
初
の
翻

訳
書
と
い
う
と
、
前
号
で
紹
介

し
た
『
解
体
新
書
』（
１
７
７
４

年
）
を
思
い
浮
か
べ

る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
実
は
こ
れ
よ
り

約
90
年
前
に
、
レ
メ

リ
ン
の
解
剖
書
『
小

宇
宙
鑑
』
の
翻
訳
書

が
完
成
し
て
い
ま
し

た
。
貼
り
合
わ
せ
た

臓
器
の
紙
型
を
め
く

る
に
つ
れ
て
身
体
の

深
部
が
現
れ
る
繊
細

な
作
り
の
『
小
宇
宙

鑑
』
に
は
幾
多
の
版

が
存
在
し
ま
す
が
、

初
め
て
レ
メ
リ
ン
自

身
の
著
作
と
し
て
出

版
さ
れ
た
当
館
所

コ
ッ
ト
の
文
化
財
埋
蔵
物
調
査

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
釈
迦
の

生
地
・
ル
ン
ビ
ニ
で
の
発
掘
調

査
の
新
発
見
は
、
世
界
中
に
発

信
さ
れ
、
話
題
と
な
っ
た
。
カ

ピ
ラ
城
は
釈
迦
が
王
子
・
シ
ッ

ダ
ル
タ
と
し
て
29
歳
ま
で
青

年
時
代
を
過
ご
し
た
故
城
で

あ
る
。
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ

の
『
シ
ッ
ダ
ー
ル
ダ
』
で
世
界

的
に
有
名
な
、
そ
の
故
城
で
あ

る
。現
地
で
は
ラ
イ
オ
ン
が
夜
、

近
く
ま
で
来
て
い
て
咆
哮
し
た

と
か
、
朝
起
き
る
と
ラ
イ
オ
ン

の
足
跡
が
あ
っ
た
な
ど
と
聞
い

た
。
坂
詰
秀
一
名
誉
教
授
は
、

　

筆
者
の
学
生
時
代
、
立
正
大

学
に
は
、
日
本
仏
教
史
の
辻
善

之
助
、
地
図
監
修
を
一
手
に
し

て
い
た
田
中
啓
爾
、
中
央
大
学

に
転
じ
て
学
長
と
な
っ
た
川
口

弘
な
ど
、
誇
り
と
す
る
諸
先
生

が
大
勢
お
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

東
洋
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
、
欧
米

か
ら
若
手
研
究
者
が
相
次
い
で

本
学
で
研
究
を
重
ね
、
今
は
米

国
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
、
英
国

の
ロ
ン
ド
ン
大
学
教
授
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
学
者
が
い
る
。

　

昭
和
42
年
か
ら
10
年
間
、
本

学
は
釈
迦
の
故
城
、
カ
ピ
ラ
城

と
推
定
さ
れ
る
テ
ィ
ラ
ウ
ラ
・

「釈迦の故城」調査の偉業を思う
～そして30年後の今、新たな研究へ～

渡
邊
寶
陽
（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）

第 6 回
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繊
細
な
仕
掛
け
が
施
さ
れ
た
解
剖
書

こ
の
た
び
、
調
査
書
に
検
討
を

加
え
た『
釈
迦
の
故
城
を
掘
る
』

（
北
隆
館
）
と
い
う
大
冊
を
世

に
問
う
た
。
髙
村
弘
毅
名
誉
教

授
は
、『
水
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』

を
講
じ
、
水
の
歴
史
を
問
い
か

け
て
い
る
。

　

あ
れ
か
ら
30
年
後
の
今
、
法

幻
と
な
っ
た
レ
ン
ガ
造
り
の
図
書
館

ン
ガ
３
階
建
、
書
架
は
造
付
で

７
万
５
０
０
０
冊
収
蔵
、
閲
覧

室
は
木
造
瓦
葺
２
階
建
と
す
る

こ
と
が
図
面
（
写
真
②
）
と
共

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
史
料
に
は
、
図
書
館
建
設

資
金
と
し
て
集
め
ら
れ
た
多
額

の
寄
付
金
に
つ
い
て
も
記
録
が
あ

り
ま
す
。
か
な
り
具
体
的
な
と

こ
ろ
ま
で
建
築
計
画
が
進
ん
で

い
た
こ
と
は
確
か
で
す
が
、
残
念

な
が
ら
、
こ
の
時
点
で
は
実
現

に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
も
大
学
昇
格
ま
で
の

間
、「
仮
図
書
室
」
な
ど
の
記

録
は
散
見
で
き
ま
す
が
、
図
面

に
あ
る
よ
う
な
レ
ン
ガ
造
り
の

モ
ダ
ン
な
図
書
館
が
、
そ
の
雄

姿
を
見
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
図
書
館
の
歴
史

に
つ
い
て
は
、
品
川
学
術
情
報

サ
ー
ビ
ス
課
発
行
の
『
立
正
大
学

古
書
資
料
館
通
信
』
に
も
連
載

記
事
が
あ
り
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

第４回第1次調査団のメンバー

発掘風景（ティラウラ・コット遺跡）

①   1926（大正15）年に
完成した図書館の外
観と閲覧室の風景

②   「日蓮宗大学図書館募縁」
には、レンガ造り図書館
の図面が記されている

新たに教育福祉学専攻を設置
社会福祉学研究科修士課程が2専攻に

　平成28年度から、社会福祉学研究科修士課程は、社会福祉学専攻と教育福祉学専攻の
2専攻になります。
　新たに設置認可された教育福祉学専攻（定員：4名・学位名称：修士〔教育福祉学〕）は、
複雑多様化している現代社会において、子どもの教育と福祉双方にアプローチできる、実
践力と研究力を備えた専門家の養成を目的としています。

　本学の白木洋平講師（地球環境科学
部環境システム学科）が、2015年度
環境科学会奨励賞（表彰課題：GISと
リモートセンシングを活用した都市気
候の人為的に関する研究）を受賞しま
した。環境科学会奨励賞は、環境科学
分野において独創的な研究による論
文、著書等を発表し、将来の活躍が期
待できる満40歳未満の研究者を表彰

するものです。
　白木講師は、
情報技術を用い
た都市環境の空
間分析、リモートセンシングを用いた
広域環境変化のモニタリングおよび
解析、情報技術を利用した新たな教育
手法の構築に関する研究を進めてい
ます。

に
も
使
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

に
開
か
れ
た
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

管
財
課
は
、
私
た
ち
学
生
と

直
接
関
わ
る
こ
と
の
少
な
い
部

署
で
す
が
、
限
り
あ
る
予
算
と

ス
ペ
ー
ス
で
心
地
よ
い
居
場
所

を
つ
く
る
べ
く
、
努
力
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
キ
ャ
ン

パ
ス
で
見
か
け
る
警
備
の
方
や

清
掃
の
方
々
も
、
校
内
の
安
全

や
清
潔
さ
を
守
る
管
財
課
の
一

員
と
の
こ
と
。「
今
後
、
施
設
や

設
備
を
利
用
す
る
際
に
は
、
そ

の
こ
と
に
も
思
い
を
馳
せ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
ゴ
ミ
を
き

ち
ん
と
分
別
す
る
だ
け
で
も
、

清
掃
の
方
々
は
喜
ん
で
く
れ
る

は
ず
で
す
よ
」
と
管
財
課
の
方

は
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
回
の
取
材
で
、私
た
ち
の
キ
ャ

ン
パ
ス
を
皆
で
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

佐
藤
美
佳
子 

心
理
学
部
対
人
・
社
会

心
理
学
科
３
年

回
わ
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
大

規
模
工
事
に
な
る
と
、
業
者
の

選
定
や
見
積
り
・
打
合
せ
も
担

当
す
る
た
め
、
工
事
が
重
な
る

と
多
忙
を
極
め
ま
す
。

　

現
在
、
業
務
の
中
で
大
き
な

ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
の
は
、
平

成
25
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
長
期

計
画
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
い
た
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く

り
。
全
体
を
俯
瞰
し
、
機
能
的

に
足
り
な
い
も
の
を
補
い
な
が

ら
、
近
隣
の
人
々
な
ど
地
域
や

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
持
っ
た

キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
旧
中
高

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
学
生
広
場
は
、
滞
留

場
所
不
足
の
解
消
と
同
時
に
、

近
隣
の
保
育
園
の
散
歩
ル
ー
ト

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
資
産

管
理
を
行
う
管
財
課
。
施

設
・
設
備
の
点
検
・
修
理
・

改
修
や
清
掃
・
警
備
な
ど

が
主
な
業
務
で
す
。
施
設

や
設
備
に
は
毎
日
何
ら
か

の
不
具
合
が
生
じ
る
た

め
、
確
認
や
修
繕
の
た
め

に
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
歩
き

9
号
館
の
上
に
設
置
さ
れ
た
学
生
広
場
は
、
人

工
地
盤
の
た
め
、
植
物
を
植
え
る
こ
と
が
で
き

ず
、プ
ラ
ン
タ
ー
を
お
く
こ
と
で
緑
化
を
実
現
。

壁
際
の
緑
化
も
管
財
課
に
よ
る
も
の
で
す

施設・設備面から
学びをサポート

管財課
（品川キャンパス１号館２階）

事
務
局
の
仕
事
を
学
生
記
者
が
密
着
取
材
!!

事務局
紹介

InformationInformation
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　近年、就職活動とともに注目されているインターンシップ。日本で実施されるようになって、実はまだ20年
にもなっていません。そして現在、インターンシップへの参加が就職活動成功へのプロセスであるかのように語
られています。インターンシップに、何らかの変化があったのでしょうか。それとも受入先や参加者の意識に、
変化があったのでしょうか。今回はみなさんと一緒にインターンシップの「いま」をチェックしていきたいと思
います。

「学生が在学中に自らの専攻、将
来のキャリアに関連した就業

体験を行うこと」と定義されており、
職業経験を通じて社会を学ぶためのプ
ログラムです。
　アメリカでは多くの企業が就業体験
または採用選考にかかるインターン
シップを導入しており、就職希望者の
ほとんどが何らかの形で経験し、自身
の進路選択に生かしています。
日本でも平成8年の就職協定廃止以降、
平成9年に文部省・ 通商産業省・ 労働
省（いずれも当時）が「インターンシッ
プの推進に当たっての基本的考え方」
を発表したことを契機に、今日では多

本学では学生が将来に役立つ社会
観・職業観を身につけ、業界・

企業への理解を深めてもらうこと、よ
り高度な知識・マナーなどを身につけ
社会へ巣立つことを目的として、平成
15年度よりインターンシップを導入し
ました。
　導入初年度は55の受入企業・団体に
おいて92名を送り出しましたが、平成
26年度には136の受入企業・団体にお
いて262名の実習生を送り出すまでに
なりました。
　本学のインターンシップは、単位認
定の対象となる「大学推薦インターン
シップ」「公務員等インターンシップ」と、
単位認定の対象外となる「自由応募イ
ンターンシップ」とに大別されます。
　単位認定の対象となるインターン
シップは、長期休暇期間を利用した原
則として2週間程度の無償実習（職場体

実習受入先には、さまざまな企業・
団体が存在します。

　大学近隣の自治体をはじめ都市銀行・
信用金庫・証券会社などの金融機関や
広告代理店、商社や社会福祉法人に宿
泊施設など、アルバイトが難しい実習
先で、アルバイトではなかなか得るこ
とができない経験を得る。これがイン
ターンシップ最大の魅力と言っていい
でしょう。
　そうした意味でなかなか体験できな
いことと言えば、プロスポーツに関わる
ビジネス。
　本学ではプロ野球の埼玉西武ライオ
ンズ様と、平成19年度より実習生受入

くの企業・団体が導入しています。
　我が国においてインターンシップが
急速に普及した要因として「採用市場
の早期化」と「早期離職・フリーター
の増加」を挙げることができます。
　新卒採用を取り巻く環境は刻一刻と
変化しており、2016年3月卒業者につ
いては採用環境の大幅な変化（7月1日
号参照）から「よい学生と少しでも早
く接触し、他社に獲られないように」と
いう企業サイドの動きが、インターン
シップを利用した母集団形成や囲い込
みにつながりました。
　また、新卒就職者の約3割が入社後3
年以内で離職してしまう傾向は、景気

験型）を中心としたプログラムです。自
由応募インターンシップは、応募先に
よって日数や内容が全く異なりますが、
実習を通してさまざまな業界・企業の
しくみや特徴を知ることができます。
　キャリアサポートセンターでは、いず
れのインターンシップについても学生
の自己実現の機会として、応募から手
続きに至るさまざまな場面をサポート
しています。
　単位認定の対象となるインターン
シップは「実習に参加した」というレベ
ルに留まらず、効果をより確固たるもの
とするために、実習前は職業観やビジ
ネスマナーなど必要な基礎能力を磨き、
実習後は実習先の違いを超え「個人の
体験」から「参加者全体への効果」へ
と昇華させ、社会人として必要な要素
への気づきや目的意識のめばえにつな
がるよう、事前・事後授業および実習

に関する覚書を締結しており、ファン
サービスや地域貢献に関わるスポーツ
マネジメントについて、実習を行ってい
ます。
　今年度実習に参加しているのは、経
済学部3年の福士隼也虎さんと心理学
部3年の廣松愛乃さん。
　取材に訪れた当日、福士さんは系列
施設のＰＲを兼ねたそり遊びの運営管
理、廣松さんは東京おもちゃ美術館と
のコラボレーションによる木のおもちゃ
遊びの運営管理を、それぞれ担当して
いました。
　一見野球とは関係ないイベントにも
思えますが「野球場にはさまざまな年

動向にかかわら
ず10年以上継
続しています。
ミスマッチの要
因が、第一には
就職者の業界・
企業に対する
理解や情報量の不足であることは否め
ませんが、早期離職の常態化は本人の
みならず企業にとっても望まざる状況
と言えます。
　インターンシップの実施により業界・
企業への相互理解を深めてもらうこと
が、早期離職を防ぐ手法の1つとして注
目されています。

報告会への出席までを必須とした、教
育的意義が強い独自のプログラムです。
　実習中の視察等きめ細かなフォロー
を含めた支援体制を評価頂いたことが、
実習受入先・実習生数の増加につながっ
ているだけでなく、他大学のインター
ンシップ導入モデルとして取り入れら
れ、平成18年度には経済産業省委託 
地域産業活性化人材育成事業｢インター
ンシップにおける社会人基礎力の実践
的活用に関する調査｣の調査モデル校と
なっています。

代のお客様がいらっ
しゃるので、野球観
戦だけでなくさまざ
まなイベントを企画
することで、野球場
での1日をみなさんに楽しんで頂きたい
のです」とは、実習をご担当頂いてい
る事業部リーダーの鈴木さん。
　この日は夏休み中ということもあり、
家族連れ、とりわけ小さなお子さんた
ちが楽しめるようなイベントが随所で
見られました。
　これらのイベント個々で働くことは、
アルバイトでも可能でしょう。
　しかしさまざまなイベントを経験し、
それらがどのような意図で企画運営さ
れ、次回に向けてどのように改善され
ていくのか。これらを知ることができる
のは、スポーツマネジメントについて
広く学ぶことができるインターンシッ
プならではでしょう。
　来年度で10年を迎える実習の、さま
ざまな面を知ることのできた1日でした。

インターンシップとは？

実習先インサイドレポート

歴史から最新情報まで

インターンシップ 総 力 特 集

　本学のインターンシップが現
在の成功を収めている背景に
は、多大なるご理解を賜りまし
た受入先様をはじめ1,600名余
の実習生、歴代のスタッフそれ

ぞれの尽力がありました。
各位に感謝申し上げますと同時に、これから実習を希望するみなさ
んには、ぜひ覚えておいてほしいですね。
　さて「インターンシップの推進に当たっての基本的考え方」によ
れば『インターンシップと称して就職・採用活動そのものが行われ
ることにより、インターンシップ全体に対する信頼性を失わせるよ
うなことにならないよう、インターンシップに関わる者それぞれが
留意すること』とあります。
　7月1日号でも触れましたが、採用環境の大幅な変化に伴ってイ
ンターンシップが急増し、中には1日ないし3日程度と、そもそもイ
ンターンシップと称することに無理のあるプログラムが多数見受け
られました。
　また、採用活動の一環として使われたケースも相当数確認されて
います。
　学生を混乱させた企業には異なる名称での実施や、基本的考え
方が存在する意義を考えてほしいですし、監督官庁は是正に向けた
取り組みをしっかり見せるべきでしょう。
　これらのプログラムを、本学で実施しているインターンシップと
同列に扱うことは当然できませんが、内容的には企業研究・業界研
究のプラスとなるよい部分もあります。
学生としては複数参加するなど大学のインターンシップ以外にも積
極的に活用し、就活に向けた動機付けやイメージギャップの解消を
図ることが重要です。
　自由応募インターンシップに参加する場合にも、キャリサポでエ
ントリーシートの添削やマナーチェックなどを受けることができま
すので、どんどん活用してください。

　「中学・高校の先生方と話そう！」と題し、中学や高校等で
の教員経験をお持ちの卒業生と、交流の場を設けることにな
りました。現場での体験談やアドバイスを聞くチャンス！ ぜひ
お気軽にご参加ください。
●開催日時：10月31日(土) 11:00 ～15:30
●場所：品川キャンパス9号館2階(922教室)
※入退場自由、事前申込不要、私服参加OK

　社会の第一線で活躍する若手の卒業生が来校。会社選び・
就職活動から実社会で働くことのリアルまで、ホンネの話を
聞いてみよう！
●開催日時：10月31日(土) 11:00 ～12:30　
●場所：品川キャンパス9号館
　　　　(923・924・931・941・942・943教室)
● 申込み： 参加希望者は10月28日(水)までに、キャリアサポー

トセンター受付へ。
※私服参加OK

キャリアサポートセンターから
就職・進路の「いま」を
お伝えします。

キャリアサポートセンター  責任編集

橘花祭期間中、「立正大学校友の集い～ホームカミングデー～」
を品川キャンパスで開催します。

キャリサポは

こう見ていま
すキャリサポは

こう見ていま
す

品川キャリアサポート課
草川 文博

立正大学の取り組み

「OB・OGを囲む会」に参加しよう！

教職志願の在学生集まれ！

学内で気軽にOB・OG訪問ができる！

平成15年、初めて実習生を
公募した際のガイダンス資料

平成16年秋、品川キャンパスでの実習報告会。
実習生の増加により、次年度以降両キャンパスで
開催するようになりました

「今度の週末は仮面ライダーと一緒なんですよ」と
笑う廣松さん

涼しげなそり遊びの子どもたちを迎える、汗だく
の福士さん。ガンバレ！

平成19年度当時の
プレスリリース
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3年生向け就職ガイダンス
会場は全て石橋湛山記念講堂
〈第2回 求人の探し方&エントリーの方法〉
◆10月6日(火)4限、9日(金)5限
〈第3回 履歴書／エントリーシート作成方法〉
◆10月27日(火)4限、11月6日(金)5限
〈第4回 就活マナー講座〉
◆12月1日(火)4限、4日(金)5限
〈第5回 面接対策〉
◆1月8日(金)5限、12日(火)4限

3年生向けキャリアアワー
会場は原則431教室
〈リクルートフッション講座〉
◆10月2日(金)4限
〈メイクアップ講座〉
◆10月2日(金)5限
〈意外に知らない給与と税金、社会保険のこと〉
◆10月13日(火)4限、16日(金)5限
〈選考直結‼ 秋冬の「1Dayインターンシッ
プ」対策講座〉
◆10月13日(火)5限
〈SPIを企業はどう使っているのか？〉
◆10月16日(金)4限
〈ブラック企業とは？〉
◆10月20日(火)4限、23日(金)5限
〈業界・企業研究リターンズ〉
◆10月20日(火)5限、23日(金)4限
〈履歴書・エントリーシートワーク〉
◆11月10日(火)4限、13日(金)5限、17日
(火)4限、20日(金)5限、24日(火)4限
〈自分の魅力を伝える文章表現講座〉
◆11月27日(金)5限
〈グループディスカッションワーク〉
◆12月8日(火)4限、11日(金)5限、15日
(火)4限、18日(金)5限、22日(火)4限
〈ちょっと変わった面白い選考方法について〉
◆12月25日(金)5限
〈SPI3模試〉(要事前申込)
◆1月15日(金)5限、19日(火)4限

3年生向け業界研究セミナー
〈野村證券株式会社〉
◆11月10日(火)5限
〈株式会社電通〉
◆11月13日(金)4限
〈株式会社ファーストリテイリング〉
◆11月17日(火)5限
〈城南信用金庫〉
◆11月20日(金)4限
〈富士ゼロックス株式会社〉
◆11月24日(火)5限
※ 以降、毎週火・金曜日に実施予定

3年生向け就職支援プログラム
〈障がい者ガイダンス〉
◆10月8日(木)

〈外国人留学生向け就職ガイダンス〉
◆10月22日(木) 
〈Uターン・Iターン就職ガイダンス〉
◆10月26日(月)
〈業界・企業研究フェア〉
◆12月23日(水)

3年生向け就職試験講座
〈Webテスト対策講座〉(要事前申込)
◆11月28日(土)2限、4限

3年生向け就職試験講座ガイダンス
〈筆記対策基礎講座＆対策道場〉
◆10月1日(木)4・5限、2日(金)4・5限（開
講10/7～）
〈エントリーシート対策講座〉
◆10月5日(月)、19日(月)いずれも4・5限
（開講11/16～）
〈筆記試験対策総合講座〉
◆11月5日(木)4・5限（開講12/3～）

熊谷キャンパス
4年生向け就職支援プログラム
〈株式会社ジェイックによるパワーアップ研修〉
◆10月2日(金)10時～18時　1203教室
〈株式会社ジェイックによる合同面接会〉
◆10月9日(金)10時～18時　JA共済埼玉ビ
ル(大宮)
〈学情主催　学内ミニ合同説明会〉
◆10月6日(火)2限、5限　1203教室
〈学内合説WEEK〉
◆10月7日(水)～23日(金)2限、5限　
1203教室

3年生向け就職ガイダンス
※3年生は原則参加必須
〈第3回　求人の探し方&エントリーの方法〉
◆11月24日(火)4限、27日(金)5限　2101
教室
〈第4回　履歴書／ESの書き方〉
◆12月8日(火)4限、11日(金)5限　2101教室
〈第5回　就活マナー〉
◆12月15日(火)4限、18日(金)5限　2101
教室
〈第6回　面接対策〉
◆1月12日(火)4限、15日(金)5限　2101教室

3年生向け就職支援プログラム
〈学内合説WEEK〉
◆10月7日(水)～23日(金)2限、5限　
1203教室
〈先輩座談会〉
◆10月27日(火)4限　2101教室
〈U・Iターンガイダンス〉
◆11月10日(火)4限・20日(金)5限　2101
教室
〈リアル「業界研究セミナー」〉

◆11月上旬～12月下旬　A401教室
〈リクルートフッション講座〉
◆12月4日(金)
〈メイクアップ講座・就活証明写真〉
◆12月22日(火)、1月8日(金)

3年生向け就職講座ガイダンス
〈筆記試験対策総合講座〉
◆10月5日(月)4限、5限　(開講10/26)　
A203教室
〈エントリーシート対策講座〉
◆11月11日(水)、16日(月)いずれも4限、5
限　(開講12/14)　A203教室

同窓会

同窓会支部総会開催案内
◆岩手県
支部長：村野栄司氏（S41経済卒）　10月3
日(土)13時～　盛岡市：エスポワールいわて
2階ホール　総会・講演会・懇親会　問 事務
局長：及川明彦氏☎019-647-8361
◆愛知県　
支部長：澤木利氏氏（S50経済卒）　10月
31日(土)15時～18時　名古屋市：名鉄
ニューグランドホテル　総会・講演会（本学
卒業生の講談師による講談）・懇親会　問 事
務局長：高木茂樹氏☎0564-47-2320
◆長野県
支部長：中島正韶氏（Ｓ39文史卒）　11月
14日(土)14時～19時　上田市：上田高砂殿
　第1部：創立50周年長野県支部記念公開講
座【講師】髙村弘毅立正大学名誉教授　第2
部：総会・記念会旗お披露目　第3部：祝賀
会　 問 事務局長：中澤哲也氏☎026-293-
2460

学部同窓会総会開催案内
◆地球環境科学部
会長：髙橋純氏（Ｈ16修士地理修了）　11
月3日(火・祝)　立正大学地理学教室90周年
記念式典・祝賀会（地球環境科学部地理学科
主催・同窓会共催）　 問 髙橋純氏☎0238-
88-3673

平成27年度校友会ホームカミングデー
立正大学同窓会地方物産展開催
◆10月31日(土)10時～16時(予定)　品川
キャンパス 学生広場　＊詳細は校友会ホー
ムページに掲載　 問 校友課☎03-3493-
6673

中学や高校等での教員経験を
お持ちの皆さまへ

「OB・OG 先輩を囲む会～中学・高校
の先生方と話そう！～」開催のお知らせ

　橘花祭期間中、「立正大学校友の集い
～ホームカミングデー～」を品川キャン
パスで開催します。（詳細は校友会報「た
ちばな」を参照）
　ホームカミングデーの一環として、
「OB・OG先輩を囲む会～中学・高校の
先生方と話そう！～」と題し、中学や高
校等での勤務経験をお持ちの皆さまと、
教職志願の在学生との交流の場を設ける
こととなりました。当日は、教職や社会
教育を担当している立正大学の教員も参
加の予定です。常勤・非常勤問わず、中
学や高校等での教員経験をお持ちの皆
さまは、ぜひお気軽にご参加ください。
【開催日時】
10月31日(土)13時30分～15時30分
【会　　場】
品川キャンパス922教室（9号館2階）
※�入退場自由、事前申込不要（直接教室へ
お越しください）

入試関連

秋のオープンキャンパス！
◆10月18日(日)10時～16時　品川キャン
パス
◆10月31日(土)10時～16時　熊谷キャン
パス　問 品川入試課☎03-3492-6649　
熊谷入試課☎048-536-6036

9月卒業式挙行9月卒業式挙行
　平成 27年度 9月立正大学卒業証書
授与式が 9月18日、品川キャンパス石
橋湛山記念講堂で挙行されました。9月
卒業制度は平成 21年度より導入してい
ますが、式典として挙行するのは初めて
です。理事長・学長が祝辞を述べ、9月
卒業生72名の門出を祝いました。

※ 記載されている予定は平成27年9月18日現在のものです。予告なく変更になる場合がありま
すので、問い合わせ先への確認をお願いします。

公開講座特集
●仏教学部 仏教文化公開講座
　音楽と法要の融合
　―その宗教的・文化的意味―
　本年度の仏教文化公開講座は、「仏教思想・仏教
文化を社会に発信する」という公開講座の本来の趣旨
に立ち返り、建学の日である10月13日に併せ、法要と
雅楽が交じり合い荘厳な世界を織りなす日蓮宗の音
楽大法要を執り行うと共に、その宗教的・文化的意
味に迫ります。
　第1部では、専門の研究者による「御

お

会
え

式
しき

(日蓮聖人
のご命日法要）」に関する講演、ならびに音楽法要に
関する解説を行います。第2部では、吹物（管楽器）
の鳳

ほう

笙
しょう

・篳
ひち

篥
りき

・龍
りゅう

笛
てき

の音が響き、団扇太鼓が鳴り渡
る中、日蓮聖人の第734遠忌御会式法要を厳修いたし
ます。皆様ふるってご参加ください。

【日　時】10月13日(火)
 第1部　 13時30分～14時
             「御会式」に関する講演　
  　　　　講演者：仏教学部　北川前肇教授
  　　　　14時～14時15分
             「音楽法要について」
  　　　　講演者：橘雅友会 楽頭　下宮高純氏
 第2部　 14時30分～15時30分
　　　　  音楽大法要

【会　場】立正大学品川キャンパス 石橋湛山記念講堂
【入場料】無料
【定　員】500名（事前申し込み不要）
◆お問い合わせ  仏教学部事務室  ☎03-3492-8528

●立正大学ユースフォーラム【RIS カフェ公開講座】
　民主主義を諦めない
　―どうしたら選挙はおもしろくなる？―

●デリバリーカレッジ

　学生PR集団RISカフェが、一から企画運営する若者が主役の公開講座です。選
挙権年齢が18歳以上に引き下げられることになり、18・19歳の約240万人が新たに
有権者となります。10代が選挙に加わることの意義とは何でしょう、10代が加わる
選挙は従来のままでいいのでしょうか……。どうしたら選挙はおもしろくなるか、「日
本の選挙と民主主義」のこれからを、ベストセラー「ぼくらの民主主義なんだぜ」
の著者である高橋源一郎先生とともに考えます。

【日　時】  　 平成27年12月19日(土) 16時～17時30分
【会　場】  　 立正大学品川キャンパス 1152教室（東京都品川区大崎4-2-16）
【講　師】  　 高橋源一郎氏（作家、明治学院大学教授）
【参加費】  　 無料（大学ホームページより申込が必要）

※ RISカフェは、毎週火曜日、金曜日の12時～13時、6号館RiLLPortのインタラクティブポートBで
活動中。ユースフォーラムの実施に向けて、RISカフェでは学生の皆さんにアンケートやヒアリング、
勉強会（ワークショップ）を開催します。ぜひ参加、協力してください。

◆お問い合わせ  政策広報課  ☎03-3492-5250

　デリバリーカレッジは、総合大学としての本学の特色を最大限に活かし、多岐に
渡る分野の専任教員と名誉教授陣が直接各都市に赴いて、「知的刺激と感動を得ら
れる生涯学習」の機会をご提供する、社会貢献事業です。より多くの市民の方へ、
本学の知の資産を届けたいと考えています。どなたでも無料で受講できます。問合
せは各都市担当窓口へ。

平成27年度 秋季デリバリーカレッジ開催日一覧
開催都市 開催日 時間

埼玉県三郷市　（全5回 土曜日開催）10月  3日 10月10日 10月17日 10月24日 10月31日 13時30分～15時   
栃木県佐野市　（全4回 土曜日開催） 9月26日 10月10日 10月24日 11月  7日 14時～16時
新潟県新発田市（全3回 土曜日開催）10月24日 10月31日 11月14日 13時30分～15時30分
群馬県桐生市　（全3回 土曜日開催）10月31日 11月14日 12月  5日 14時～16時

立正大学公開講座
　第100回、第101回の公開講座を開催します。受講料は無料ですが、
ホームページまたは往復はがきでの申込が必要です。詳細はホーム
ページをご確認ください。

●第100回記念公開講座
　「石橋湛山」 21世紀に息づく不屈のスピリット

【日　時】10月22日(木) 18時30分～ 20時50分
【会　場】 立正大学品川キャンパス 石橋湛山記念講堂
【内　容】
 第1部 　基調講演
　　　　  保阪正康氏（ノンフィクション作家、評論家）

 第2部 　パネルディスカッション
             <パネラー >
　　　　  ・保阪正康氏（ノンフィクション作家、評論家）
　　　　  ・田中秀征氏（元経済企画庁長官、民権塾塾長）
　　　　  ・柴生田晴四氏（経済倶楽部理事長、東洋経済新報社前社長）
　　　　  ・山崎和海（立正大学長）
             <コーディネーター >
　　　　  ・石橋省三氏（石橋湛山記念財団理事長、立正大学学園監事）

【受講料】 無料
◆お問い合わせ　政策広報課　☎03-3492-5250

●第101回公開講座
　本物はヒトもリンゴも腐らないⅡ

【日　時】10月31日(土) 16時～18時
【会　場】  立正大学品川キャンパス 9号館3階931教室（熊谷から生中継）
　　　　　熊谷キャンパス A101教室

【内　容】  講演
　　　　  ・木村秋則氏（木村興農社代表、The Natural Farm AK method代表）
　　  　　・  高野誠鮮氏（立正大学客員教授、日蓮宗総本證山妙法寺第41世

住職、石川県羽咋市教育委員会文化財室長、歴史民族資料館長）

【受講料】無料
◆お問い合わせ　政策広報課　☎03-3492-5250
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学 事

履修科目通知表配付
◆10月5日(月)10時30分～　問 各学部事務室
休日授業日
◆10月12日(月・祝)
建学の日（宗祖涅槃会・授業日）
◆10月13日(火)
第2期履修中止申請期間
◆10月27日(火)～29日(木)
問 各学部事務室
振替授業日（土曜日授業）
◆10月29日(木)
橘花祭（休講）
◆10月30日(金)～11月1日(日)
星霜祭・体育祭（休講）
◆10月30日(金)～11月1日(日)
推薦・特別入学試験（土曜日休講）※予定
◆11月21日(土)、22日(日)
休日授業日
◆11月23日(月・祝)
冬期休暇
◆12月28日(月)～1月4日(月)
大学入試センター試験（土曜日休講）
◆1月16日(土)、17日(日)
第2期補講期間
◆1月21日(木)・22日(金)
第2期授業終了
◆1月25日(月) 
第2期終了科目・学年末試験期間
◆1月26日(火)～2月2日(火)
第2期終了科目・学年末試験追試験
◆2月10日(水)～12日(金)　問 学事課
成績通知表配付（卒業・進級対象者）
◆3月8日(火)　問 各学部事務室
卒業予定者・進級予定者発表
◆3月8日(火)　問 学事課・各学部事務室
第2期・通年科目成績調査受付期間（卒
業・進級対象者）
◆3月8日(火)～3月10日(木)　問 学事課
卒業者・進級者確定
◆3月17日(木)
大学院修了式 ※予定
◆3月19日(土)
平成27年度立正大学大学院　第63回学
位授与式
◆3月19日(土)14時～15時　問 総務課
成績通知表配付
◆3月22日(火)10時30分～　問 各学部事務室
第2期・通年科目成績調査受付期間
◆3月22日(火)～26日(金)（予定）　問 学事課
大学卒業式 ※予定
◆3月24日(木)

学 部

経済学部ゼミナール論文発表大会
◆12月6日(日)9時～18時　品川キャンパス
3号館全教室（端末室除く）、5号館全教室
（端末室除く）、411教室、412教室（予
定）　 問 経済学部事務室☎03-3492-
7529

学術・学会

日本ブロンテ協会
◆10月17日(土) 9時～18時　石橋湛山記念
講堂、3B1教室　 問 学内責任者：白井教授
（文学部）

社会福祉学会 第17回研究大会
◆11月8日(日)9時～19時　熊谷キャンパス 
アカデミックキューブ内　問 社会福祉学部事
務室☎048-536-1328

ケインズ学会
◆11月29日(日)9時～18時　品川キャンパス
石橋湛山記念講堂、5号館2階全教室、531教
室　問 学内責任者：小畑教授（経済学部）

日本現象学・社会科学会
◆12月5日(土)、6日(日)10時～18時　品川
キャンパス1号館1階第3会議室、第4会議室
問 学内責任者：村田教授（文学部）

講演会・セミナー

平成27年度熊谷キャンパス後期公開講座
◆9月26日(土) 国際人権について考える　
◆10月3日(土) ゆとりある社会の実現と労働
時間　◆10月10日(土) 特別支援教育の今と
昔を考える～共生社会実現への一助に～　◆
10月17日(土) 主体的・協働的な学びを軸と
する授業の在り方　◆10月24日(土) バス
マップから公共交通を考える～学生とつくっ
た『森林公園おでかけガイド』～　◆11月7
日(土) 水を活かしたまちづくり　※時間は各
日とも12時50分～14時20分　熊谷キャン
パスA101教室　 問 法学部事務室☎048-
536-6000

平成27年度文学部公開講座（品川区共催）

国際交流

春期研修応募者受付
◆10月8日(木)～29日(木)　国際交流課窓口
問 国際交流課　品川☎03-3492-0377　
熊谷☎048-536-6011

留学フェア（熊谷キャンパス）
◆10月13日(火)、14日(水)　A403教室　
問 国際交流課　熊谷☎048-536-6011

留学フェア（品川キャンパス）
◆10月15日(木)、16日(金)　953教室　
問 国際交流課　品川☎03-3492-0377

留学生交流会
◆10月29日(木)　飯高檀林他千葉県への日
帰りバスハイク　 問 国際交流課　品川☎
03-3492-0377　熊谷☎048-536-6011

TOEFL テスト受験申請受付
◆[12月11日(金)実施]11月9日(月)～20日
(金)、[1月5日(火)実施]12月1日(火)～11日
(金)　RISコーナー　問 国際交流課　品川☎
03-3492-0377　熊谷☎048-536-6011

語学留学／交換留学応募者受付
◆1月20日(水)～27日（水）　国際交流課窓
口　 問 国際交流課　品川☎03-3492-
0377　熊谷☎048-536-6011

 キャリア・
就活サポート

品川キャンパス
4年生向け就職支援プログラム
〈外国人留学生向け就職ガイダンス〉
◆10月22日(木)
〈学内合同企業説明会〉
◆11月18日(水)、12月9日(水)
〈就活カフェ〉
◆11月6日(金)、13日(金)、20日(金)、27日
(金)、12月4日(金)、11日(金)、18日(金)
〈リクルートの「ホンキの就職1Dayセミ
ナー」〉
◆11月16日(月)
〈インテリジェンスの「スピード選考内定獲
得プログラム」〉
◆10月14日(水)
〈ネオキャリアの「100社求人フェア」〉
◆12月中旬開催予定

「琉球を魅せる」
◆9月30日(水) 歴史―大和と唐の複合、かな
書き碑文を読む―　◆10月7日(水) 祭り―
女が男を守る島・久高島の変貌―　◆10月
14日(水) 文学―神歌『おもろさうし』の世界
を中心に―　◆10月21日(水) 歌―南島の夏
正月と季節感―　◆10月28日(水) 踊り―琉
球王国の芸能―　※時間は各日とも18時30
分～20時30分　石橋湛山記念講堂　問文学
部事務室☎03-3492-8791

平成27年度仏教学部公開講座
「未来を照らす仏教の叡智」
◆10月13日(火)13時30分～15時30分　
石橋湛山記念講堂　 問 仏教学部事務室☎
03-3492-8528

平成27年度心理学部公開講座（品川区共催）
「生活の場での消費者心理学」
◆10月16日(金)、23日(金)18時30分～20
時　品川キャンパス11号館5階1151教室　
問 心理学部事務室☎03-3492-6196

平成27年度立正大学 熊谷キャンパス講
演会
◆10月31日(土)14時～15時30分　スポー
ツの可能性～スポーツを通した人材育成とそ
の課題～　熊谷キャンパスA205教室　 問
法学部事務室☎048-536-6000

平成27年度経営学部公開講座
「時代を乗り越えた女性経営者の二十年」
◆11月14日(土)12時50分～　石橋湛山記
念講堂　 問 経営学部事務室☎03-3492- 
1031

図書館・
情報サービス

りるさぽ（オープン端末編）
◆繁忙期を除く月～金曜日 10時～18時　
問 品川学術情報サービス課☎03-3492-
6615

ライブラリーマガジン『立正本遊』5巻2
号発行
◆10月1日(木)　問 品川学術情報サービス課
☎03-3492-6615

展示「日蓮をたずねて」
◆10月8日(木)～27日(火)　 情報メディア
センター11号館1階 展示コーナー　問 品川
学術情報サービス課☎03-3492-6615

　品川図書館の学修スペースに「RiLLPort（りるぽーと）」が新たに加わりました。
6号館地下1階ラウンジスペースは、RiLLPort（りるぽーと）として、9月24日に、11
号館3階インターネットカフェは、RiLLPort mini（りるぽーとミニ）として、9月14
日にリニューアルオープンしました。
　「RiLLPort（りるぽーと）」とは、Rissho University Library Learning Portのこ
とで、学生・教員・職員の主体的な「学び」・「交流」・「発信」のためのスペースです。
学生・教員・職員が集い、連携することで、新たな気づきを得たり、お互いの知識・
情報・思考を練り上げたり、それらをかたちにしていくこと、発信していくことで、
また新たな気づきを得る、そんな皆さんの学修を支援する場所です。プロジェクター
やメディアを駆使して、時には日頃の成果の発表の場としても使用できます。
　皆さんの学びを深めるために、RiLLPortをご活用ください。

品川図書館の学修スペース
りるぽーとオープン

品川区・立正大学共催
品川の魅力を学ぶ「しながわ学」開講

　「しながわを知る」をコンセプトに、品川に関する歴史や自然などさまざまな魅力
について学ぶ「しながわ学」を品川区との共催により開講します。今年度のテーマ
は「水とみどり」。多様な分野の講師を迎えて、全5回の講演を行います。参加ご希
望の方は、往復はがき、またはホームページよりお申し込みください。

【会　　場】立正大学品川キャンパス 11号館5階1151教室
【対　　象】16歳以上の区内在住・在勤・在学の方
【定　　員】100名（応募者多数の場合、抽選となります）
【受 講  料】無料
【応募方法】 　 往復はがき（1人1枚）に、①講座名「しながわ学」、②住所、③氏名（ふりがな）、④年齢、

⑤性別、⑥連絡先電話番号を明記し、申込先へお送りください。 
品川区ホームページから電子申請でも申込できます。 
http://www.city.shinagawa.tokyo.jp/

【受付期間】10月1日(木) ～10月19日(月)
　　　　　　  ※締切日以降に参加をご希望の場合、電話にてお問い合わせください。

【申 込 先】〒140-8715　品川区広町2-1-36　品川区 文化観光課 生涯学習係　宛
　　　　　　  ※立正大学生及び教職員の事前申込みは不要です。当日、直接会場へお越しください。

◆お問い合わせ　品川区 文化観光課 生涯学習係　☎03-5742-6837

【利用時間】
RiLLPort：大学の施設利用時間と同じ
RiLLPort mini：11号館図書館利用時間と同じ
◆お問い合わせ  品川情報サービス課窓口  ☎03-3492-6615

第 1 回 11月  4日(水) 品川区長
濱野 健 基調講演『しながわ、とは』

第 2 回 11月11日(水) 品川区公園課長
多並 知広 水とみどりが感じられる公園

第 3 回 11月18日(水) 立正大学地球環境科学部 教授
安原 正也

東京都区部の浅層地下水の原状
－特に水質についてー

第 4 回 11月25日(水) 品川歴史館統括学芸員
柘植 信行

水辺から見た品川の歴史
－海に開かれたまち・品川－

第 5 回 12月  2日(水) 立正大学 名誉教授
元木 靖 水の品川 －その魅力をさぐる－
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丸本知香さん（法学部2年）に聞く 
「語学研修」体験
カ
C  a  n  t  e  r  b  u  r  y

ンタベリー・ク
C  h  r  i  s  t

ライスト・チ
C  h  u  r  c  h   U n i v e r s i t y

ャーチ大学で
本物のイギリス英語を学ぶ

クライスト・チャーチ大学（CCCU）への語
学研修参加を決めました。
　初めはLとRの違いや、SとTHの発音など、
日本人が苦手とする発音のちょっとした違い
に苦戦したものの、現地の先生による「見て・
聞いて・話す」というスタイルの授業で克服
していったそうです。放課後には、学校近隣

にある世界遺産「カンタベリー大聖堂」
を含む歴史的な街並みを探索し、週末
は自分でバスのチケットを探してロンド
ン観光に出掛けるなど、課外活動も満
喫しました。
　「相手が察してくれることを期待して
曖昧な発言をしないことや、自ら行動
する大切さを実感しました」と丸本さ
ん。研修で学んだ、自分の意見を発言
する力や聴く力を生かしていきたいと
語ってくれました。

堀江佑佳 文学部文学科英語英米文学専攻
コース2年

語学留学レポート  木村加奈さん（文学部文学科  英語英米文学専攻コース3年）

充実感いっぱい! カナダでの生活
大好きな英語をもっと勉強したい
　４月から８月までの４カ月間、カル
ガリー大学に留学し、カナダの文化
や歴史を学ぶ２週間プログラムと春
セメスターを受講しました。
　２週間プログラムは、授業もゲー
ム感覚で学べ、宿題もそこまで多く
はなかったのですが、春セメスター
では、宿題、テスト、プレゼンテーショ
ンと、毎日何かしらの課題があって苦
労しました。私は特にエッセイを書く
のが苦手で、再提出もありましたが、
個人レッスンを受けたり、図書館で猛
勉強したりして、何度もトライした結果、最終
試験では良い点をもらうことができるほどに
なりました。
　放課後には、友だちとショッピングモール
へ行ったり、ジムで体を動かしたりと、毎日朝
から晩までめいっぱい活動していました。また、
カナダでより多くの人に出会いたい、英語を
できるだけたくさん学びたいと思ったため、
教会が実施してい
るレッスンや学外
の英語のコミュニ
ティにも参加しま
した。友だちやホー
ム ス テ イ 先 の マ
ザーと日帰り旅行
や宿泊旅行に出か
け、バンフ国立公
園やエドモントン、
バンクーバー、モ
ントリオール、トロ
ント、ナイアガラ
の滝などを巡った
ことも ありま す。

さらにトロントでは、ジャズフェスティバルの
ボランティアも経験し、生きた英語に触れる
機会を得ることができました。
　毎日がとても充実していて、帰国したくな
いくらいカルガリーが大好きになりました。こ
の経験を活かして、チャレンジ精神を忘れず、
大好きな英語をもっと勉強していきたいと思
います。

　「海外の人とコミュニケーションをとりた
い」という思いを抱いていた丸本知香さん。
高校時代の英語の先生が英国出身で、聞き取
りやすいイギリス英語の発音に親しみがあっ
たことや、語学研修の説明会で以前に留学し
た学生の体験談を聞いたことがきっかけとな
り、今夏（8月９日～ 30日）、カンタベリー・

　実家がお寺であるという吉村瑞希さんは、
このプログラムに何かの縁を感じて参加しま
した。初日から数日間は盆祭りの準備を手伝
いましたが、現地の時間の流れや生活リズム
に慣れるのが大変だったそうです。しかし、
メンバーの支えもあり、祭りは無事に終了し
ました。
　語学学校に通う傍ら、お寺の仕事を手伝う
だけでなく、さまざまなボランティアにも参加。
例えば、老人ホームを訪問した際には、ご住職、
入居者と一緒にお経を唱えたりしました。
　吉村さんにとって一番印象に残っているの

が、現地の葬儀に触れたこと。「実家がお寺で
あるにも関わらず、宗教について深く考えた
ことがありませんでした。でも今回の研修は、
宗教・信仰の違いについて学ぶ場となり、そ
れぞれの価値観を共有し、尊重することの大
切さを肌で感じました」とプログラムでの体
験を話してくれました。

高橋舞 文学部社会学科2年

大学の近くには、ユネスコの世界遺産にも登録されている歴
史的建造物「カンタベリー大聖堂」があります

オフィス風で近代的なカンタベリー・ク
ライスト・チャーチ大学

国際交流国際交流

1982年7月生まれ。2005年、経済学部経済学科卒業。
在学中は筆宝康之（現立正大学名誉教授）ゼミに所属。課外活動ではテニスサークル「WITH」に所属。
卒業後は、株式会社アールディーシーに就職。現在はがってん寿司高崎下小鳥店、店長を務める。

●田口 晃秀（たぐち あきひで）さん

休日に猛特訓を重ねる

　『第２回 回転寿司職人日本一決定戦』で見
事、優勝を果たした田口晃秀さん。学生時代
に中華料理の宅配アルバイトをしていた際に
店長から褒められたことが、飲食業を志す
きっかけになりました。
　入社後、寿司を握ることができるようにな
るまでに1年かかりました。地道に努力を重
ね、社内で選抜大会を勝ち抜き、コンテスト
の代表者に選ばれるまでになりました。
　「第1回大会でがってん寿司の先輩が優勝し
ているので、連覇への期待が大きかった。ま
た、がってん寿司は早握りコンテストなど、
さまざまな大会でも20数年間負け知らずな

んです。その点からも、負けてはならないと
いう大きな使命感を感じていました」と、そ
のときの心境を語ります。
　がってん寿司で培った負けず嫌いの精神を
発揮し、休みの日は本部でさまざまな人から
アドバイスを受けながら、優勝に向けて練習
に励みました。なかでも田口さんが苦手な仕
込み部門で行う「切りつけ（マグロやサーモ
ンのネタを10切れつくり、合計180gにす
る）」は猛特訓を重ねたそうです。大会当日に
抽選で設定が決まる接客部門についても、あ
らかじめさまざまな想定でストーリーを考え
ました。1分30秒で、握り・軍艦・巻物をす
べて仕上げる握り部門は得意だったので、よ
り正確にできるよう、技に磨きをかけました。

今後の目標は社内コンテストでの優勝

　優勝が決まった瞬間、「うれしいと思うと同
時に、連覇という社内の期待に応えることが
できて安心しました」と田口さん。連覇を望
む社内の声援には並々ならぬプレッシャーを
感じていたようで、それだけに「ほっと」し
た気持ちが強かったのではないでしようか。
　コンテストを終えた当面の目標は、『がって
ん寿司NO.1』の店舗を決める社内コンテス

がってん寿司高崎下小鳥店 店長

経済学部経済学科卒業田口 晃秀さん

回転寿司職人の大会で
 日本一に輝く！

今年からスタート！ 

ハワイお寺ステイ（8/19～9/10）
吉村瑞希さん

（文学部文学科英語英米文学専攻コース4年）

プレッシャーをはねのけ、見事「日本一」の栄冠に輝い
た田口晃秀さん

がってん寿司高崎下小鳥店にて。次の目標は社内コン
テストで NO.1 店舗の座を射止めることです

バンフ国立公園で友人と一緒に記念撮影。向かって右から2人目が木村加奈さん

老
人
ホ
ー
ム
を
訪
ね
、
入
居
者
と
歓
談
す

る
吉
村
瑞
希
さ
ん

豊かな自然に恵まれたカルガリー大学。留学時期の 4 〜 8 月は緑
が鮮やかで、色とりどりの花が咲き誇っていました

トでの優勝です。田口さんが店長を務める高
崎下小鳥店は昨年3位だったので、今年は店
舗スタッフが一致団結し、1位を取りたいと
のことでした。
　そんな田口さんから、最後に学生たちに向
けてメッセージをいただきました。
　「学生時代は勉強やアルバイト、遊びなど
いろいろなことにチャレンジできる時間が持
てます。どんなことでもいい、本気で一生懸
命やることが将来どこかで仕事につながりま
すから、何事にも真剣に取り組んでいっても
らいたいと思います」

星美槻 文学部文学科日本語日本文学専攻コース2年
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インターハイ、3位に輝く

本校OBも合流
立正大学オープンキャンパスに参加!!

図書館で絵巻について説明を受ける生徒たち

今 年度の淞丹祭（文化祭）では、文化
委員長を中心に生徒会から在校生に

向けてのメッセージを伝えようとする姿勢
が見られました。貴重な夏休みの時間を費
やし、約3000枚の写真を撮影して作り上
げたストップモーションビデオには、3年間
の高校生活での不安や葛藤、そして成長の
過程が描かれ、それを未来へつなげてほし
いという願いが込められていました。上映
の際には、在校生も熱心にビデオに見入っ
ており、生徒会からのメッセージをしっか
りと受け取ったようです。
　また、例年のメインイベントとなってい
る3年生の模擬店に加え、今年は生徒会も串
焼き・かき氷の出店を行い、好評のうちに
完売することができました。3年生にとって
は最後の淞丹祭であり、良い思い出になる
とともに、企画や運営を自分たちで行うこ
とで、一つのものを完成させることの大変

さを知る、絶好の機会にもなりました。
　新たな試みを続けていく中で、順調にい
かないことや、失敗することは必ずありま
す。しかし、何かを変えようとするのであ
れば、挑戦するしかありません。自分で変
えようという意識が自分を変え、未来を明
るく照らしていくのです。運営する生徒会
にとっても、また在校生にとっても、そん
なことをあらためて感じさせてくれる淞丹
祭となりました。

　8年連続で夏の全国大会に乗り込んだ立正
大淞南サッカー部。迎えた初戦の東北（宮
城県）戦は、ＦＷ杉本君（3年）の鮮やかな
抜け出しで先制に成功。しかし、後半に追
いつかれ、70分で決着がつかずPK戦へ。
トータルスコア1-1、PK戦4-3で初戦を突
破しました。
　初戦の課題を振り返りながら臨んだ2回戦
の鹿児島実業（鹿児島県）戦。前半を0-0
で折り返した試合は、後半2分、右サイド
MF上村君（3年）の折り返しから、最後は
杉本君が頭で押し込み、2戦連続の先制弾。
その後も立正大淞南が力強く押し込む展開
が続き、後半7分にPKを獲得。これをFW
井上君（3年）が落ち着いて決め、完封勝利
で3回戦へ駒を進めました。

度 の 高 い
チーム力を
誇る相手に対
し、堂々と自らの
スタイルを貫きましたが、2-5で敗退。立
正大淞南は、速いプレスから攻守のリズム
をつくり、開始5分で先制。しかし、相手の
サイド攻撃に最後まで対応ができず、失点
を重ねました。後半14分に途中交代のMF
千川原君（3年）が右からのクロスに頭で合
わせて2点目を奪いましたが、力及ばず試合
終了。冬の全国選手権と合わせて、これで4
度目の全国3位となりましたが、「結果を残
す＝全国制覇」という観点から見ると、チー
ムが思い描いていたものではありませんで
した。
　もう一度頂点までの険しい道を越える覚
悟を決め、部員全員で挑戦していきます。

再びストップ。これに応えるように、キッ
カーも質の高いキックでネットを揺らし続
けて、4人全員が成功し、3年ぶりのベスト
8入りをつかみました。
　準々決勝の相手は、今季公式戦3度目の対
戦となる米子北（鳥取県）。これまでの戦績
は1勝1敗と五分。この日も互角の攻防で、
それぞれ得点のにおいを感じさせるなか、
体を張った守備でゴールを割らせず、勝負
は今大会3度目のPK戦へ。この日も、小笠
君が抜群の反応で3人目をストップし、スタ
ンドの大応援団に大きくガッツポーズ。4人
目にもプレッシャーをかけ、失敗を誘引。
初の決勝進出へ、新たな歴史をつくるチャ
ンスを手にし、ピッチ上に歓喜の輪が広が
りました。

惜しくも決勝進出ならず
　そして、決勝進出をかけた準決勝の相手
は、前大会優勝校の東福岡（福岡県）。完成

3位のメダルを胸に、全国制覇への思いを新たにする選手たち

淞丹祭にて。生徒たちのいきいきとした笑顔がすてきです

次こそ全国制覇を!!
　続く3回戦の相手は、高い攻撃力を誇る草
津東（滋賀県）。立正大淞南は前線からの積
極的な守備で相手の持ち味を消し、かつ果
敢な飛び出しで攻撃を仕掛けると、前半14
分、自陣でのボール奪取から素早く攻撃に
転換。練習で幾度となくこなしてきた流れ
から、MF上西君（3年）がゴールを奪って
試合を動かしました。しかし、後半13分に
同点にされると、同21分にはペナルティー
エリアで相手を倒してしまい、PKを献上。
絶体絶命のピンチを迎えましたが、これを
GK小笠君（3年）がドンピシャの読みで防
ぎ、1-1で前後半を終え、勝負の行方はPK
戦に委ねられました。ここで再び魅せたの
は、守護神・小笠君。相手1番手のキックを
防ぐと、4番手のキックも読みを的中させて

【サッカー部】

8 月2日、キャリアアップの一環として、
1・2年生の希望者が立正大学熊谷キャ

ンパスで行われたオープンキャンパスに参
加しました。学部の説明や模擬授業を受け
たり、学部ごとのブースを見学したりした

ほか、図書館で本物の絵巻を見ながら当時
の土地や出来事の解説を受けるなど、大学
における勉強のあり方や研究について学ぶ
ことができました。
　また、本校OBも合流し、学内を案内する
とともに、大学生活についての話を語って
くれました。その後、卒業生が働く赤羽警
察署を見学し、職務内容の説明や施設の案
内を受け、仕事を通しての労働観や高校時
代の思い出話を聞くことができました。
　今回のキャリアアップは、進学意識や就
労意識の促進、さらには具体的なイメージ
の形成につながり、とても有意義な体験と
なりました。この体験を自身の糧とし、こ
れからの学習に役立ててほしいものです。

平等に与えられている時間を
他の人より上手に使うことが、
日本一への近道となる

一
日
一
日
を
大
切
に
し
て
、サ
ッ
カ
ー
部
を
日
本
一
に

もしれませんが、1年間で考えると、
とんでもない時間になるのです。こ
のように、一日の使い方が目標を達
成するためにはとても大切なことだ
と思います。
　まだまだ未熟者ですが、日本一に
なるために、生徒と共に一日一日を
全力で過ごしていきたいと思います。

　本年度より、保健体育科教員、
サッカー部コーチとして本校に着任
しました。私の目標は、サッカー部
を日本一にすることです。そのため
には、「日本で一番の一日を過ごし
ていく」ことが近道だと思います。
つまり、その日その日を日本一の練
習、日本一の生活にすることです。
　例えば、人には一日24時間という
時間が平等に与えられています。仮
に、他の人が携帯電話などで1時間
遊んでいたとしたら、その時間を練
習に回せば、1年間では、他の人よ
り365時間も多く練習することにな
ります。一日では、たった1時間か

2015 君が創る近畿総体
ベスト４（全国３位）

準決勝 vs東福岡 2-5

準々決勝 vs米子北 0-0（PK4-2）

三回戦 vs草津東 1-1（PK4-2）

二回戦 vs鹿児島実業 2-0

初戦 vs東北 1-1（PK4-3）

大会優秀選手／ GK小笠姫馬 MF上村大悟 FW杉本龍哉
その他／フェアプレー賞受賞

準決勝・東福岡戦で健闘する立正大淞南の選手たち。敗れはしたもの
の、自分たちのスタイルを貫き通しました

サッカー部のコーチとして部員を指導す
る石塚先生。一日の使い方を大切にし、
質・量ともに日本一の練習で日本一の
サッカー部を目指します

～Go to the future～
挑戦することの大切さを学んだ 淞丹祭
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の大学優勝チーム、大学選抜チーム、警察
学校チームと対戦し、高身長でパワーが勝る
相手にすべて敗戦するという結果に終わり
ました。しかし、皆で最後まであきらめずに
一致団結して戦い、自分たちの課題や今後の
戦術などについて学ぶことができました。
　試合後は現地を観光。文化や食事の違い
に戸惑いつつも、自分たちがいかに恵まれ

た環境でバレー
ボールができて
いるということ
を実感しました。
選手たちは、「今
回の貴重な体験
を今後の自分の
将来や、後輩た
ちにつなげてい
きたい」と語っ
てくれました。

９回表２アウトと、あと一人を打ち取れば
勝利をつかむところまできました。
　しかし、勝利を目前にして、相手の内野
安打で同点に追いつかれ、試合は延長戦へ。
村上君と山崎君の継投で踏ん張ってきまし

たが、10回表に相手に２点を追加さ
れ、２－４と惜敗し、涙をのみました。
　日大豊山はその後、関東一高との
決勝戦まで勝ち進みました。それほ
どの強豪チームに、ここまで食らい
つき、善戦できたことは、立正野球
部が成長した証しであると大きく評
価できるでしょう。これからの新し
いチーム作りと、秋からの大会が楽
しみです。

が地域を牽引していく』まちづくりのため
に、地域の主役である子どもたちを取り巻
く諸問題を解決していくことが最重要であ
ると考えています」と抱負を語ります。

本 校を卒業後、國學院大学法学部に入
学。大学卒業後、一般企業に2年ほ

ど勤務しました。当時、お父様である衆議
院議員・松原仁氏が国家公安委員長、拉致
問題担当大臣などの要職に就き、多忙を極
めていたため、その政治活動の手伝いをす
るようになりました。仁氏の政治活動を身
近に見ながら、元さん自身も地元・大田区
のことをあらためて考えるようになり、それ
とともに区政への関心が次第に高まり、「自
分の思いを形にして地元に還元したい」と
いう意欲はますます強くなりました。
　そして、今年の4月の統一地方選挙にお
いて立候補。多くの方々の支援を受け、大
田区議会議員に初当選しました。真新しい
議員バッジを胸に松原さんは、「『若い世代

今 夏、７月28日から８
月１日まで、ベトナ

ムのホーチミンで行われた
バレーボールの遠征試合に、
本校の３名の選手が選出さ
れました。この海外遠征は、
私立高校のバレーボールの
レベル向上と国際親善を目
的としたもので、男女各15
名・計30名の選手に、団長・
監督等15名が帯同して実施
されました。
　日本選抜チームは、現地

去 る７月10日に大田スタジアムで行わ
れた一回戦。立正がスクイズで先制

点を叩き出した後、日大豊山に同点に追い
つかれましたが、３年・山崎君の２塁打で
追加点を加え、２－１でリード。そのまま

10回を戦い抜いてゲームセット。この敗戦は必ず明日の糧とな
ることでしょう

高校野球 東東京都大会

活躍する

本校３年生３名が選抜選手で出場

延長の末、日大豊山に惜敗

「昆虫」と「山」が大好き。
自然の中で学んだことを、
授業に活かしていきたい

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
考
え
、
解
決
し
て
い
く
力
を
育
成

東京私立高等学校男女バレーボール選抜海外遠征

当選証書を手にす
る松原さん。区議
会での活躍が注目
されます

松原 元さん（平成18年卒）

飯島 圭祐君    春日 敦洋君    大山 伊織君

大田区議会議員に当選
子どもたちを取り巻く諸問題の解決を

「木曽駒ケ岳」での一コマ

さや雄大さに圧倒され、自然の壮
大さに魅了されていきました。初心
者でも上級者でも、山は人間の前
では平等であり、登山の怖さや苦し
さはありますが、登頂した時の達成
感ははかり知れない喜びです。今ま
で部員と南アルプスの北岳、赤石岳
などの3000m級の山にも登頂しまし
た。これからも練習を重ねて、多く
の登山に挑戦していきます。
　理科は、われわれの生活と身近
な教科であると考えています。疑問
に思ったことをどう考え、解決して
いくかが大切です。将来は「こうい
う勉強がしたい！」という気持ちを
一貫して持ち続け、実現に向けて努
力してください。自ずと道が開ける
はずです。

　立正に奉職して９年目になります。
現在、高校２年生の担任と理科主
任、山岳部の顧問を務めています。
　小さい頃から自然が好きで、幼い
頃の夢は「昆虫博士」でした。山に
登るようになると、生き物を見る機
会が多くなり、その中でも、特に昆
虫が好きでした。将来はどうしても
昆虫学の勉強がしたいと思い、大
学では昆虫生態学を専攻し、「チョ
ウの群集生態学」をテーマに研究
しました。その後、大学院に進学し、
博士の学位を取得。国内ばかりで
はなく海外にも赴き、チョウ以外の
昆虫の調査研究を行い、貴重な経
験を得ることができました。そこで
学んだことを授業の中で活かしてい
きたいと思います。
　山に興味を抱いたのも、そういう
素地があったからです。景色の美し

海外遠征に選出された、本校3年生の大山 伊織君、飯島 圭祐君、
春日 敦洋君（向かって左から）

今回の海外遠征に参加した全員で記念撮影

相手チームの高さやパワーに圧倒され、苦戦する日
本選抜チーム（手前）

高
校
2
年
生
担
任

部
活
動
：
山
岳
部
顧
問

平成28年度入試要項受 験 生 の皆さまへ
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に必要な精神面を強化することができま
した。
　第２次合宿は８月１２日から２６日ま
で、毎年恒例の長野県上田市菅平高原
で行いました。朝は早くからウエイトト

レーニングに励
み、昼間はＦＷ、
ＢＫのユニットト
レーニング、チー
ム練習、他チー
ムとの合同練習、

に導きました。
　最終戦の横浜大会では、東京フェニッ
クスRCと総合得点で２得点差という僅
差で優勝を争いました。追手門学院大学
と対戦した決勝は２６−５で勝利。２位
に６得点差をつけて総合優勝を勝ち取
り、２連覇を成し遂げました。

KUMAGAYAが年間チャンピオ
ンの座を獲得しました。
　初戦の保土ヶ谷大会では、予
選リーグで１点差に詰め寄られた
高校生主体のチャレンジチーム
と決勝で再戦。トライを量産し勝
利しました。
　第2戦の東京大会では、主軸である主
将・鈴木陽子（社福４年）が試合中のけ
がで欠場。準決勝で敗れ、３位となりま
した。
　しかし、大黒田裕芽（社福３年）が昨
年のけがから復帰した第3戦の秋田大会
では、MVPとなる活躍でチームを優勝

　サッカー部は東京都大学
サッカーリーグ戦１部の前期
リーグ戦を、３勝０敗６分の
３位で折り返しました。
　後期リーグ戦に向け、夏
期休暇では「チームの団結」

「戦術の浸透」に力を注ぎま
した。「チームの団結」につ
いては初めての試みとして
決起集会を敢行。熊谷市の
荒川河川敷で清掃とバーベ
キューを実施しまし
た。全員で目標を再
確認することにより、
チームの団結力をさ
らに向上させること
ができました。
　一方、「戦術の浸透」
に関しては関西遠征

を４泊５日で実施し、関西の
強豪校と試合を行うことで、
現在のチームの特徴や欠点
をあらためて確認。後期リー
グ戦に向けて大きな一歩を
踏み出す遠征となりました。
　東京都大学リーグ優勝、
そして関東大学リーグ昇格
に向け、チーム一丸となって
全力で戦い抜きます。応援
をよろしくお願いします。

ラグビー部 男 

子

したが、打撃陣が奮闘。８回にエラー
を含む３連打で４点を集中させ、６
対３で優勝しました。
　この勝利は９月２日に開幕した秋
季リーグ戦で生かしていきます。応
援、よろしくお願いいたします。

　硬式野球部は春季リーグ戦５位と
いう結果を部員全員で受け止め、練
習に試合にと精進する日々を送って

います。
　8月には高校生練習会、3年生ア
メリカ研修、仏教系四大学野球大会
が行われ、今年で47回目を迎えた

仏教系四大学野球大会では
2連覇（通算８回目）を成
し遂げました。
　龍谷大学で開催された今
年度はトーナメント方式で
行われ、１回戦は開催校の
龍谷大学と対戦。先発投手
の堀（法３・日本航空高）
が６回１失点と試合を作り、
続く投手陣も粘りを見せて

無失点でつなぎまし
た。結局、小嶋（法４・
龍谷大平安）と伊藤

（法３・関東第一）の
タイムリーで少ない
チャンスをものにし、
２対１で勝利を収める
ことができました。
　翌日の優勝決定戦の相手は駒澤大
学。3年連続で同じカードとなりま
した。互いに東都リーグに所属して
いることもあり、負けるわけにはい
きません。投手陣は３投手で３失点
と駒澤大学に強さを見せつけられま

サッカー部

硬式野球部

いよいよ実りの秋
大きな収穫を目指す選手たち
　本学では、学生に親しまれているスポーツを振興することを目的に、硬式野球部、ラグビー部、サッカー部を強化クラブと
しています。ぜひ応援にいきましょう！

　男子ラグビー部は８月５日から７日ま
で、宮城県柴田町にある陸上自衛隊船岡
駐屯地で第1次強化合宿を行いました。
合宿のテーマは「規律・忍耐・チームワー
ク」。厳しい暑さの中でしたが、ラグビー

　シーズン中４大会の結果で総合優勝
を決定する「太陽生命ウィメンズセブ
ンズシリーズ」。立正大学ラグビー部女
子 の 所 属 す るARUKAS QUEEN 

練 習 試 合 という盛りだくさ ん の メ
ニュー。夕食後はミーティングを毎日繰
り返して戦術・戦略の理解を深め、チー
ムワークの強化に努めました。
　今シーズンの目標である「１部復帰」
を実現するために、２部リーグを全勝で
突破し、１２月１３日に行われる入替戦
では昨年度のリベンジを果たします。今
季はリーグ戦７戦のうち５試合が熊谷ラ
グビー場で開催されます。皆さまのご支
援、ご声援をよろしくお願いいたします。

▶裂帛の気合で相手を圧倒するスクラム

後期リーグ戦も熱い応援を期待しています

みんなそろっておなじみのポーズ。後列中央右寄りのイケメンが主演の
高橋健介さん

女 子「セブンズシリーズ」で2連覇！

▲�第3戦秋田大会でMVPに輝いた
大黒田裕芽さん

「今年11月に行われる
オリンピックアジア予選
でナンバーワンになり、
オリンピックの出場権を
勝ち得て、金メダルを
取ることが今の目標で
す。また、2020年の
東京オリンピックではベ
ストを尽くしてチームに
貢献したいです」

　6月1日、テレビ東京系で放送中の新ウルトラマン列伝『ウル
トラマンX』の撮影に本学ラグビー部が協力しました。撮影は
熊谷スポーツ文化公園ラグビー場（Aグラウンド）で行われ、
9月15日放送の番組本編に、立正大学ラグビー部の名前で出演
しました。

この笑顔、秋季リーグ戦終了後にも見たいものです

仏教系四大学野球大会で2連覇！仏教系四大学野球大会で2連覇！

硬式野球部
東都大学2部リーグ

vs拓殖大 ●2-3、◯7-3、●2-4

vs青学大 ◯4-3、●2-3、◯7-4

vs国士大 9月26日（国士G）、27日（立正G）

vs東洋大 10月3日（東洋G）、4日（立正G）

vs東農大 10月17日（立正G）、18日（東農G）優勝の賞状を受け取る主将・伊達直紀（法4・横浜高）

サッカー部
東京都大学サッカーリーグ戦1部

節 日程 キックオフ 対戦校 会場

1   8月30日（日） 17:00 成蹊大学 ◯1-0

2   9月  6日（日） 14:00 大東文化大学 △1-1

3   9月13日（日） 15:00 國學院大学 ◯3-0

4   9月20日（日） 13:00 明治学院大学 明治学院大学

5   9月23日（水） 18:00 立教大学 立教大学

6   9月27日（日） 11:00 東京農業大学 立正大学

7 10月  4日（日） 11:00 山梨学院大学 立正大学

8 10月11日（日） 未定 学習院大学 未定

9 10月18日（日） 11:00 亜細亜大学 亜細亜大学

©円谷プロ

12月には昨年度の
リベンジを

今年こそ
リーグ優勝を!

『ウルトラマンX』の撮影に協力

ラグビー部
関東大学ラグビーリーグ戦2部

日時 キックオフ 対戦校 会場

①   9月19日（土） 13:00 玉川大学 熊谷ラグビー場B

②   9月27日（日） 13:00 白鴎大学 熊谷ラグビー場C

③ 10月12日（月・祝） 14:30 國學院大学 秋葉台公園球技場

④ 10月17日（土） 14:00 国士舘大学 拓殖大学G

⑤ 10月31日（土） 14:00 関東学院大学 熊谷ラグビー場B

⑥ 11月  8日（日） 14:00 東洋大学 熊谷ラグビー場B

⑦ 11月22日（日） 14:00 日本大学 熊谷ラグビー場Ａ

入替戦 12月13日（日） 熊谷ラグビー場Ａ

優勝を決めた横浜大会。みな晴れやかな表情です

「セブンズシリーズ」で2連覇！

清掃で地元に恩返し。すがすがしい気持ち
で練習に打ち込めました

12月には昨年度の
リベンジを

今年こそ
リーグ優勝を!

13 News vol.131 �2015年（平成27年）10月1日発行



　本学とウズベキスタン共和国のテ
ルメズ大学（5月1日）およびテルメ
ズ考古博物館（5月27日）との間で

　本学の魅力を未来の後輩にアピー
ルする「夏のオープンキャンパス」
が、品川キャンパスと熊谷キャンパ
スで計5回開催されました。8学部

15学科の教育内容からキャンパス
ライフ、入試、卒業後の進路状況ま
で、両キャンパスで紹介しました。

　経済学部・林康史ゼミの3年生5
人が、日本ファイナンシャル・プラ
ンナーズ協会の第6回「FP向上のた

　地球環境科学部地理学科の学生
有志が集まって作成していた、森林
公園へのバスアクセスマップ「森林
公園おでかけガイド」が完成しまし
た。森林公園駅構内や国際十王交通・
川越観光自動車の路線バス車内で配
布しています。
　今後、観光地図などにも活用した

学術協定を締結しました。
　すでに協定が締結されてい
るウズベキスタン国立科学ア
カデミーに加え、この2機関と新た
に協定が締結されたことで、昨年か
ら研究調査を行っている、本学ウズ
ベキスタン学術調査隊の活動のより
一層の深化が期待されています。
　本学調査隊は、インド・イラン混
成文化圏を形成する当該地域の、主
としてグレコ・バクトリア時代から

クシャーン時代にわたる仏教その他
の宗教の流通状況ないし、歴史文化
の諸相解明を目的に活動しています。
　調査は主としてウズベキスタン共
和国スルハンダリヤ州テルメズ西郊
のカラ・テパ仏教伽藍址で行ってい
ますが、この調査を契機に、立正大
学はウズベキスタンと深い交流を
持っていく予定です。今年度は、ウ
ズベキスタン独立記念パーティーに
出席するほか、ウズベキスタンで行
われる「ウズベキスタン学長会議」
に高橋副学長が参加される予定です。

　9月2日、「もっと魅力ある『品川
区』に変えていくために必要なこと
は何か」をテーマに、区内の大学生
と濱野区長が意見交換を行うタウン
ミーティングが開催されました。立

　日本青年遺骨収集団JYMAに所属する鈴木雄太さん。彼は沖縄・硫
黄島・シベリアといった、かつての激戦地や抑留地に3度赴き、戦争
の傷跡に触れてきました。戦後70年という節目に「戦争とは何か」を
学ぶ機会を得たいと考え、入団したのです。
　鈴木さんは開口一番、「現地に残る痕跡は想像以上に生々しかった」
と振り返ります。おびただしい数の銃痕、自決に使用したと思われる、
肋骨が焼きついた手榴弾の残骸……。戦争が残した強烈な光景を前に
感じたのは“恐怖”でした。
　「沖縄派遣で初めて見つけた御遺骨は、狭い壕で大きな岩の下敷き
になっていました。もしかしたら同年代の方だったかもしれないと思
うと、その方がここで何を思っていたのかを想像してしまい、つらく

なりました」
　この活動を通して「自分が
戦争に対してあまりにも無知
であることに気づかされた」
と語る鈴木さん。
　「実際に何が起こったかを知
らずに戦争のことは語れませ
ん。平和を伝えていくために
は、こういった活動を末永く続けなくてはならないと思います」と自
身の固い意志を語ってくださいました。（埼玉県立所沢中央高等学校出身）

 岩戸あすか 文学部哲学科2年

遺骨・遺留品収集 「戦争の傷跡に触れ、学ぶ」
鈴木雄太さん（地球環境科学部地理学科2年）

シベリアの現地で追悼文
を読み上げる鈴木さん

キラリ　モラリスト×エキスパート

正大学から10名、清泉女子大学か
ら3名が参加。ゼミや授業で調べた
り考えたりしたことを区長に伝える
場となりました。
　たとえば、学生からは「商店街が
寂しい。もっと栄えさせてほしい」
と要望。それに対し、区長からは再
開発計画の説明や、店舗に対して土・
日も店を開けるようにお願いしてい
るといった回答を聞くことができま
した。丁寧なお答えをいただき、参
加した学生は有意義なミーティング
だったと感じているようでした。
　最後に学生が「定期的にこのよう
な場を設けてほしい」と発言すると、
区長は会の継続を約束されました。

 グエン ハナ モリ 文学部社会学科2年

濱
野
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現地で調査中の、本学文学部史学科の池
上悟先生

立正 T シャツを着た発掘調査隊

品川区長タウンミーティングレポート

林ゼミが「FP小論文コンクール」で 優 秀 賞 を受賞！

テルメズ大学・
テルメズ考古博物館との間で

学︱術︱協︱定︱締︱結

めの小論文コンクール」で優秀賞を
受賞しました。
――受賞を最初に聞いたときの感
想は？
　「正直、驚きました」「親も喜ぶ
（笑）」「就活に役立つかも」「賞金は
いくらだ？（笑）」
――執筆して勉強になったことは？
　「効率が良いことが共同執筆のメ
リットです。独りで取り組んだとし
たら、今回の5倍の時間では到底で
きなかったでしょう。大学と実社会

との大きな違いは、個人か組織かだ
とあらためて思いました。デメリッ
トは、個々が全体を把握しないため、
思考や作業に漏れがあることです」
　「論文を書くという行為が具体的
に実践できたこと」
　「あきらめないこと。昨年11月の
経済学部ゼミ大会での報告を練り直
し、作業を重ねていくうち、何とか
なるものだなと思いました」

▼日本FP協会
https://www.jafp.or.jp/

前列左から、丸衣李、林康史先生、宮本歩美
後列左から、鈴木一聡、野田郁哉、和田聡一郎

森林公園へのアクセスはもちろん、公園内の様子
もとてもわかりやすい地図が完成しました

▼   石橋湛山記念講堂での全体説明会。大学紹介に
加え、オープンキャンパスの見どころをご案内

▲  学部・学科紹介ブースで熱心に質問する
親子（写真は経営学部）

▲   RIS カフェブース。本学の魅力を学生
の視点からアピールしました

▲  

柔
道
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演
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子
。
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▲  品川キャンパス、熊谷キャンパスとも終日大にぎわ
いでした

▲  学生スタッフによるキャンパス見学ツ
アー。毎年好評の企画です

▲  文学部文学科英語英米
文 学 専 攻コースのブー
ス。アカデミックな雰囲
気です

▲  その場をパッと華やかにする応援
指導部のチアリーダーたち

▼   キャンパスランチを用
意。そこかしこで「おい
しい」という声が

オープンキャンパス、盛大に開催！
立正大学の魅力をアピール 　オープンキャンパスには入学志望

者として訪ねた経験しかありませ
ん。スタッフとして参加することは、
とても楽しみであると同時に不安も
ありました。当日は学生による大学
PR集団（RISカフェスタッフ）とし
て、大学紹介ビデオの上映、活躍す
る学生や卒業生の紹介、さらに高校
生からの質問に対応しました。高校
生たちから『来てよかった』と言っ
てもらえたことがうれしく、心の底
からやりがいを感じました。

 漆原毅 文学部哲学科2年

ウズベキスタン

品川で 熊谷で

Open Campus

紅葉シーズンに出かけよう
完成! 森林公園バスマップ

いと考えています。学園新聞の読者
の皆さまからも、現地での使用感に
ついて、ぜひご感想をお寄せくださ
い。秋の紅葉シーズン、森林公園バ
スマップを片手に、公共交通で森林
公園へお出かけしてみてはいかがで
しょうか。
（山田淳一　地球環境科学部地理学科講師）
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週1回（学内ミーティング）
62名（男女比2：1）

久保田拓実（文学部史学科2年）

部員数

代表者

活動日

歴 史 研 究 会
足で学問する

　8月末の取材日、演劇部『劇
げき

団
だん

夢
む

民
みん

』は夏公演に向けて稽古に励んでい
ました。
　夏期休暇の初めに合宿で親睦を図っ
たとのことで、雰囲気は和やか。しか
し、稽古が始まると一気に緊張感が高
まります。キャストはもちろん、音響・
照明・舞台美術・監督など裏方の皆さ

んも、より良い舞台を作り上げるため、
真剣な表情で打ち合わせを行っていま
した。
　夏公演のポイントといえば、入部し
たての1年生が担当を割り当てられ、
チーフというポジションで舞台に携わ
るところでしょう。

　自転車で旅を楽しむわがサイクリング同好会。夏合
宿は1泊2日で軽井沢へ。熊谷から軽井沢までの120
ｋｍを走破する班と、電車での輪行班に分かれ、群馬
県の礒部駅で合流。全員で碓氷峠という登り約20km
の難所を越え、軽井沢研修所を目指しました。
　台風の影響で常時雨が降る中、フラフラになりなが
らも何とか宿に到着。なかなか大変でしたが、達成感
あふれる楽しい合宿となりました。

　今後の活動は橘花祭の企
画展示への準備が中心にな
ります。今年は世界の武具・
衣装をテーマに、日本・東洋・
西洋の3分野に分かれて調
査し、展示します。興味を
持った方はぜひブースにお
越しください。

今後の予定など

不定期（詳しくは代表者までお問
い合わせください）

28名（男性26名、女性2名）

山崎恭平（法学部3年）

部員数

代表者

活動日

サ イ ク リ ン グ 同 好 会
自転車で旅を楽しむ

劇 団 夢 民

編 集 後 記
◆管財課の方々はキャンパス内だけで1日1万歩も歩くそ
うです。縁の下の力持ちとして、キャンパスの安心・安
全を保つお仕事、本当に頭が下がります。取材後、管財
部長からジュースやお菓子をいただきました。ごちそうさ
までした。

（佐藤美佳子　心理学部対人・臨床心理学科3年）

◆撮影って難しいですね。手ぶれ補正機能があるのにぶ
れてしまったり、逆光で人物が暗くなってしまったり、き
れいに撮れても構図がおかしかったり、と撮影する側な
のに緊張してしまいました。次の撮影に向けて勉強しよ
うと思います。

（岩戸あすか　文学部哲学科2年）

◆卒業生への取材はとても緊張しましたが、お話を聞い
て良い刺激を受けることができました。私ももっと勉学
に励もうと思いました。がってん寿司、すごくおいしかっ
たです。今度はお薦めのランチメニューを食べに行きた
いです。

（星美槻　文学部文学科日本語日本文学専攻コース2年）

◆タウンミーティングはもっと和気あいあいとした感じで
やるのかと勝手に思っていましたが、１年生もいる中、学
生が予想以上にきちんと意見を述べていて、とても内容
のあるものになっていました。区長も若い人の意見が聞
けて良かったようです。

（グエン ハナ モリ　文学部社会学科2年）

◆今回、演劇部を3時間ほど取材しましたが、とても濃い
話を聞くことができました。数日間にわたる密着取材を
行えたら、より良い記事が書けるのではと思い、ワクワ
クしました。しかし、夏期休暇中の取材は課題もたくさ
んあったので、しっかり反省したいです。

（高橋舞　文学部社会学科2年）

◆児童文化研究部（通称：じゃり研）の公演中、子ども
たちが座っていたのは防災頭巾……！　久しぶりの小学
校体験、いろいろなことが懐かしくなり、胸がドキドキし
てしまいました。和田小学校の皆さん、ありがとうござい
ました。

（堀江佑佳　文学部文学科英語英米文学専攻コース2年）

夏公演に向けて切磋琢磨中！

碓氷峠の名物、「峠の釜め
し」のオブジェの前で

伊豆で行った夏合宿。部員の一体感が
深まりました

裏方の音響さんも、稽
古に励むキャストも、
それぞれの持ち場で最
善を尽くします

　夏公演は部内公演のため、残念ながら一
般には公開されませんが、秋は橘花祭、３月
には卒業公演が予定されています。気になる
方はぜひ足を運んでみてください！

今後の予定など

 高橋舞 文学部社会学科2年

オリジナルキャ
ラの創作中

三十三間堂でパチリ

京都合宿では伏見稲荷も見学しました

食事会では漫画
論を熱く戦わせる
ことも

　夏合宿の主な目的は部員の交流を深めること。今
年は富士急ハイランドで、絵が描ける、描けないに
かかわらず、楽しく交流を深めることができました。
夏のコミックマーケット（コミケ）に部誌を出す人
は追い込みで忙しいですが、それ以外は基本的に
ゆったりと活動しています。絵描き仲間も作れます
し、絵がうまい先輩と直接お話しできるのはとても
よい経験になりますよ。

　後期は大学祭と冬のコミケに向けて部
誌を制作します。今年の大学祭では創部
以来初のカフェを運営するので、より力
が入っています。部誌やポスターカード
も販売します。
　ほかにも小イベント（絵チャット会等）
など、活発な活動を予定しています。や
る気のある部員が多いので、楽しい漫研
ライフが送れると思います。

今後の予定など

降りしきる雨の中、ペダル
を踏み続けました

　毎年、星霜祭（熊谷キャンパス）に模擬店
を出店しています。昨年は焼きそばで星霜祭
三賞の模擬店賞を獲得しました！　今年の内
容は検討中ですが、ぜひご来場ください！
　普段の活動は不定期で、行き先も未定なの
で、興味のある方は代表者までお問い合わせ
ください。

今後の予定など

週６回
90名(男子47名、女子43名)

矢崎聡太（文学部哲学科2年）

部員数

代表者

活動日

漫 画 研 究 会
大学祭ではカフェを運営

夏期休暇中・夏合宿の活動は？

夏期休暇中・夏合宿の活動は？

夏期休暇中・夏合宿の活動は？

課外活動 部員報告＆学生記者見学レポート（16面から続く）課外活動 部員報告＆学生記者見学レポート（16面から続く）

　夏期休暇中の主な活動内容は京
都合宿、会誌『創史』の原稿制作、
大学祭の展示の下準備です。
　京都合宿ではさまざまな史跡を
訪れました。「足で学問する」とい
う史学科の学びの精神を念頭に置
いて、知識を共有し、深めるいい機
会となりました。この合宿は部員同
士の縦・横のつながりを一層強くす

る好機でもあり、重要なイベントと
位置付けています。
　また、『創史』の原稿制作に当たっ
ては各自が興味を持ったものを調
査し、まとめ、大学祭展示はテーマ
を決めてグループ分けをし、グルー
プごとに調査します。合宿や各種調
査で新たな発見ができることはと
ても楽しいです。

夏期休暇中・夏合宿の活動は？

約30名（男女比2：1）部員数

代表者

活動日 月・水・金の6、7限
上田椋平（文学部哲学科3年）
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　熊谷バリアフリーマッ
プの完成まで、あとは
地図への入力作業を残
すのみ。忙しい中では
ありますが、良いものに
仕上げたいと思います。
　興味のある方はボラ
ンティアセンター（熊谷
キャンパス17号館1階）
まで。

今後の予定など

毎週月曜および不定期
23名（男性12名、女性11名）

伊藤智洸（地球環境科学部
環境システム学科3年）

部員数

代表者

活動日

編集／立正大学政策広報課新聞編集係　電話／03（3492）5250　ホームページ／ http://www.ris.ac.jp/

131vol.
2015.10.1

News

さまざまな分野で多彩に活動
「充実した夏休み、
 思い思いに楽しんでます」

学生記者、モデル、投稿原稿など学生の皆さんの参加をお待ちしています。
品川キャンパス 8 号館 2 階の政策広報課に直接来室するか、こちらにメー
ルをしてください。 E-mail pln@ris.ac.jp

課外活動 部員報告＆学生記者見学レポート

　皆さんはいま、大学でどんなことに打ち込んでいますか？　せっかくバラエ
ティ豊かな課外活動団体を擁する立正大学に入ったのだから、キャンパスライフ
を積極的に楽しまなくっちゃ。そこで報告してもらいました＆見学してきました、
青春の1ページ。

豊かな声
色でストーリーを語り

子どもたちから笑顔をもらう

◀ RIS カフェメンバーに
よるブログ公開中！ 15面へ続きます15面へ続きます

課外活動 部員報告＆学生記者見学レポート

　毎年の恒例行事である夏期休暇中の地方巡回。今年
度は、8月31日から9月5日にかけて、千葉県内の小
学校3校を訪ねました。9月1日、千葉県佐倉市立和
田小学校で行われた公演を見てきました。
　子どもたちが体育館に入ると、学年別にカラフルな
Ｔシャツを着たメンバーが大きなセットの前でお出迎

え。始業式が終われば、いよいよ公演の始まりです。
　まずは隠れていたメンバーが飛び出し、子どもたち
を驚かせます。公演前の緊張がうそだったかのような、
豊かな声色でストーリーを語るメンバーたち。子ども
たちを一瞬で惹きつけました。
　シンプルながら凝った小道具や演出で視覚を刺激す

る彼らの舞台を、好奇心旺盛な子どもたちは目をきょ
ろきょろと動かして楽しみ、登場人物たちを元気な声
で応援します。
　笑顔の子どもたちはもちろん、子どもたちと触れ合
うことや、その笑顔を見ることが楽しくてたまらないと
いったメンバーの表情がとてもすてきで印象的でした。

夏期休暇中・夏合宿の活動は？

　品川区や熊谷市の保育園、障害者施
設などでの公演を予定。また、星霜祭
に向けても準備中です。公演時間はブ
ログに掲載します。興味のある方は、
星霜祭にもお越しください！

今後の予定など

品川キャンパス/月・木
熊谷キャンパス/火・木

53名（男性25名、女性28名）

野島裕太郎
（心理学部臨床心理学科3年）

部員数

代表者

活動日

　ボランティア活動推進センターは
2001年に設置された社会福祉学部の
機関です。学生のボランティア活動を
推進し、福祉に対する知識や実践力の
向上、学生生活の活性化を図るととも
に、地域社会の福祉の向上に貢献する
ことを目的としています。運営は学生
が中心。情報提供だけでなく、ボラン
ティア活動推進のための各種講座やイ

ベントの開催なども積極的に行ってい
ます。
　現在は熊谷市と協働し、バリアフ
リーマップを作成しています。8月上
旬には市内のお店を約100軒訪問す
る現地調査を実施しました。お客さま
との思い出など心温まるお話も聞くこ
とができ、熊谷市の良さを再発見する
ことができました。

　夏期休暇中は学外での写真展を2回開催。うち1回は清泉女
子大学との合同展という初の試みでした。交流も深まり、とて
もいい刺激となりました。
　合宿は伊豆へ。初日の夜はカメラ講習会を開き、先輩が後
輩にカメラの使い方や写真の構図、撮り方などを伝授。これは
毎年行っている恒例行事です。そのほか、水族館に行ったり花
火をしたりと、部員同士の交流を深めながら夏を満喫しました。

夏期休暇中・夏合宿の活動は？

夏期休暇中・夏合宿の活動は？

パ
ペ
ッ
ト
を
使
っ
た
人
形
劇
。人
形
も

エ
プ
ロ
ン
も
部
員
の
手
作
り
で
す

公演が始まると、子ども
たちはアッという間に釘
付けに

公演が終わればこの笑顔。充実感を覚えるひとときです

お店のスロープの勾配
を確認するスタッフ

合宿の夜にはカメラ講習会も

上／写真展会場。日ごろの成果を問
う絶好の機会です　下／「さすが」の
撮影テクニックを披露

お店の方、学生スタッフ、市役
所の職員の方との調査風景

児 童 文 化 研 究 部

熊谷バリ
アフリーマップを作成

ボ ラ ン テ ィ ア
活 動 推 進 セ ン タ ー

不定期（主に日曜日）
200名（男女比5：5）

須浦琢登（経営学部3年）

部員数

代表者

活動日

現 代 写 真 研 究 部

写真展を積極的に開催

開催まで

1カ月
詳しくは各ホームページをチェック！

吹奏楽部によるパフォーマンス ご近所のお子さんも遊びに来ます

　今年度で第１０
回を迎える橘花祭。

「今までの橘花祭
を取り入れ、未来
に向かって羽ばた
いていけるように」
という意味を込め
て「飛翔」という
テーマにしました。

　熊谷市唯一の大学祭で
ある星霜祭が、生きていく
うえで欠かすことのできな
い心臓のように、熊谷市
になくてはならないものと
思っていただけるように。
テーマにはこんな思いを込
めました。

品川キャンパス：橘
きっ

花
か

祭
さい

大学祭直前情報 熊谷キャンパス：星
せい

霜
そう

祭
さい

テーマ 「飛翔」

テーマ 「熊の心臓」

【開  催  日】 10月31日（土）〜11月1日（土）
【橘花祭HP】 http://kikkasai.com/

【開  催  日】 10月30日(金)〜11月1日(日) 
【星霜祭HP】 http://seisousai.jimdo.com/

【公演情報】アーティストライブ　出演：ソナーポケット
日時：10月31日(土) OPEN 16:30 ／ START 17:30
会場：スポーツキューブ2F（全席指定） ※小学生以上入場可

　毎月の恒例行事「遠足」
を後期も行います。紅葉や
イルミネーションを撮影し
に行く予定です。さらに、
橘花祭では写真展、来年3
月には渋谷のギャラリー・
ルデコで他大学との合同展
を開催します。この合同展
は4年生の卒展となるので、
気合の入り方が違います。
ぜひ見に来てください！

今後の予定など

課外活動　部員報告＆
学生記者見学レポートは
課外活動　部員報告＆
学生記者見学レポートは

堀江佑佳 文学部文学科英語英米文学専攻コース2年
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